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4.  担任保育者調査 集計結果 
本章では，調査対象園の 5 歳児クラスの担任保育者を対象とした調査について，各設問

の集計結果を図表として⽰すとともに，セクションごとに主だった結果について説明す
る。5 歳児クラスが複数ある園では，原則として保護者調査の対象となったクラスの担任
保育者 1 名を調査対象とした。なお，完全回答者（828 名）のほか，途中回答者（3 名）
の回答データも，同意を得た上で集計に加えたため，各質問の総回答数は必ずしも⼀貫し
ていない。 

4-1. 結果と考察 

1) 担任保育者の基礎情報 

回答者の基礎情報を Table4.1 から Table4.3 に⽰す。回答者の性別（Table4.1），年齢
（Table4.2），および回答者の役職（Table4.3）は表に⽰したとおりであり，8 割弱が教諭・
保育教諭・保育⼠等であった。 
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2) 担任保育者の経験年数，保有資格・免許，研修等 

Table4.4 から Table4.11 は回答者のキャリアや専⾨性に関する質問の結果である。まず
は幼児教育・保育の経験年数（Table4.4），保有資格・免許（Table4.5）とその取得⽅法
（Table4.6），学歴（Table4.7）について，続いて研修参加の有無や内容（Table4.8〜4.11）
について尋ねた。なお，参加したキャリアアップ研修の項⽬（Table4.9）は，キャリアアッ
プ研修への参加の設問で「はい」を選択した回答者のみに表⽰された。 

回答者の経験年数，保有資格・免許 

他園も含めた平均経験年数は 13.3 年（標準偏差 8.8，範囲 1〜52），現在の園での平均勤
務年数は 7.6 年（標準偏差 7.0，範囲 1〜42）であり，それぞれの分布は Figure4.4 の通りで
あった。概観すると，幼児教育施設（幼稚園・保育所・認定こども園等）でのキャリア全体
に対して現在の園での勤続年数が 5〜6 年短い傾向が⾒られる。その背景には，公⽴園では
⾃治体内での異動，私⽴園では系列園内等での異動が存在することが挙げられる。加えて，
就職後 3 年以内の離職率が⽐較的⾼いことや（厚⽣労働省, 2024），⼥性の割合が多いこと
から，結婚・出産に伴う退職・転職の影響があると推察される。 

回答者の保有資格・免許に関しては，保育⼠資格の保有割合が 96.4%，幼稚園教諭⼀種免
許が 36.0%，幼稚園教諭⼆種免許の保有割合が 59.6%，を占め，取得⽅法としては「養成校
や，⼤学等の養成課程で取得」する場合がほとんどであった。 
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研修等 

専⾨性向上のための活動（研修等）について，過去 1 年間に保育⼠等キャリアアップ研修
に参加したと回答した割合が 63.1％，それ以外の専⾨性向上のための活動（「他の園の⾒学」
など）のいずれかに参加したと回答した割合が 86.3%に上ることが⽰された。研修の内容と
して特に多く回答されたのは，キャリアアップ研修で「幼児教育（61.1%）」や「障がい児
保育（41.8%）」，それ以外の研修で「幼保⼩連携，接続（48.8%）」や「主体的な遊びへの援
助・環境構成（46.2%）」であった。5 歳児クラスの担任保育者を対象にアンケートを実施し
たため，何らかの研修に参加したと回答した者の半数近くが，幼保⼩連携・接続に関する研
修に参加していた。そのほか，キャリアアップ研修およびそれ以外の研修に共通して，保護
者・家庭や⼦育てに関する研修にも約 3 割が参加したと回答していた。 
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3) 指導計画の⽴て⽅と実践の振り返り，職員間と保護者への情報共有 

Table4.12 は，担任保育者の指導計画の⽴て⽅と実践の振り返りについて， Table4.13 は，
職員間と保護者への情報共有についての集計結果である。計画と振り返りに関しては，ほと
んどの項⽬で「どちらかといえばそうしている」「だいたいそうしている」「いつもそうして
いる」のいずれかに回答した割合が 9 割を⼤きく超えていた。「遊びや活動の中での⼦ども
の気づきや学びを可視化して記録し，振り返っている（例. ドキュメンテーション，ポート
フォリオ，ラーニングストーリー）」という項⽬のみ，その割合が 8 割弱に留まっている。
これは 2023 年度に実施した予備調査の結果と同じ傾向であり，ドキュメンテーションやポ
ートフォリオといった形での記録⽅法が⼗分に広がっていない可能性，あるいは，同様の記
録を⾏っていたとしても名称に馴染みがなく「そうしている」回答が少なくなった可能性が
考えられる。 

職員間と保護者への情報共有については，職員間の情報共有，保護者への情報共有とも
に，「どちらかといえばそうしている」「だいたいそうしている」「いつもそうしている」の
いずれかに回答した割合が 9 割を⼤きく超えており，ほとんどの担任保育者が職員および
保護者との⼗分な情報共有を⼼がけていることがうかがえた。 
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4) 教育／保育標準時間の活動内容 

Table4.14 から Table4.16 は，教育／保育標準時間中の活動内容に関する集計結果である。
Table4.14 は，⼀⻫活動と⾃由遊びそれぞれの 1 ⽇当たりの時間の⻑さを，Table4.15 と 16
はそれぞれ，⼀⻫活動と⾃由遊びで⾏っている（または⾏えるようにしている）遊びや活動
内容を表している。なお，⼀⻫活動，⾃由遊びそれぞれの 1 ⽇当たりの時間は，⼩数点第⼀
位までの数値⼊⼒形式で，⾷事や午睡など⽣活のための時間を除外した回答を求めた。それ
ぞれ 0.1 時間以上と回答した場合に，その時間内で⾏っている遊びや活動の頻度を種類ごと
に尋ねた。  

⼀⻫活動の平均時間は 1.6 時間（標準偏差 0.9，範囲 0〜6），⾃由遊びの平均時間は 3.2 時
間（標準偏差 1.8，範囲 0.4〜13）であり，昨年度の予備調査とほぼ同じであった。その中
で⾏っている，または⾏えるようにしている遊びや活動内容には，⼀⻫活動と⾃由遊び時間
で⼀部違いが⾒られた。⼀⻫活動での遊びや活動内容（Table4.15）を参照すると，特に「歌・
リズム・楽器遊び」や「体操・運動遊び」において「週３回以上」の回答割合がそれぞれ 33.6%，
22.5%と⾼く，⼀⻫活動で⽇常的に取り⼊れている園が多いことがわかる。これらの活動は
集団で取り組みやすく，⾝体活動を通じて運動能⼒の向上をねらうと共に，集団で⾏動する
際のルールを学ぶ，集団での⾳楽活動を通じて個別では創出できない⾳⾊を楽しんだり協
調性を学んだりする，などの⽬的で⾏われていると考えられる。⼀⽅，⾃由遊びでの遊びや
活動内容（Table4.16）では，「積み⽊・ブロック」「お絵かき・⼯作」において「週３回以
上」の回答割合がそれぞれ 81.1%，75.9%と突出して⾼く，次いで「ごっこ遊び・劇遊び」
が 55.8%であった。⾃由遊び時間では，集団活動とは別に⽇常的にできる遊びや活動のバリ
エーションを確保することで，⼦ども⼀⼈ひとりが⾃⾝の興味や関⼼に基づいて遊びを選
択できるよう⼯夫していることが読み取れる。 

また，「学習絵本・ドリル・ワークブックを使った学習」は⼀⻫活動でも⾃由遊びでも⾏
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っていないと回答した園が多い⼀⽅，「⽂字や⾔葉に関する遊び（かるた，しりとりなど）」
や「数量・図形に関する遊び（⻑さ・重さ⽐べ，パズルなど）」といった活動は，ともに半
数近い園が，主に⾃由遊びの時間に週 3 ⽇以上⾏えるようにしていると回答していた。こ
のように，⽂字や数量については直接的な学習の機会を設けるのではなく，遊びを通して学
びにつなげようとする保育者の意図がうかがえる結果となった。 
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5) クラスの教育・保育の環境構成，読書環境 

Table4.17 から Table4.21 はクラスの教育・保育の環境構成（Table4.17），クラスの⼦ど
もがすぐ⼿に取れる本の蔵書数（Table4.18），蔵書の内容（Table4.19），クラスにおける読
み聞かせの頻度（Table4.20），本の配置（Table4.21）に関する集計結果である。なお，クラ
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スの⼦どもがすぐ⼿に取れる本の蔵書数については，⼦どもが好きな時に本を取りに⾏け
る図書室や共⽤スペース（図書コーナーなど）がある場合はそれらを含み，電⼦書籍は除く
ものとした。 

クラスの教育・保育の環境構成については，割合の内訳にばらつきがあったものの，ほと
んどの項⽬で 9 割前後の回答者が「どちらかといえばそうしている」「だいたいそうしてい
る」「いつもそうしている」のいずれかを選択していた。ただし，「園内に，様々な特性の⼦
どもが⽣活しやすい⼯夫（例．ユニバーサルデザインなど）をしている」「⾝近な事物の性
質や仕組みに気づいたり考えたりできる環境を⽤意している（例．⾍メガネ，磁⽯，調べ物
ができるコーナー）」の 2 項⽬は「どちらかといえばそうしている」「だいたいそうしてい
る」「いつもそうしている」のいずれかの回答が 7 割程度，「⼦どもが地域の産業や⽂化に親
しめる環境を⽤意している（例．地域の特産品の展⽰）」は 4 割程度であった。これらにつ
いては，限られた空間での確保が難しい，あるいは，環境を構成する上での優先度が他と⽐
べると⾼くない可能性がうかがえる。 

読書環境について，⼦どもがすぐ⼿に取れる本の蔵書数は「1〜20 冊未満」から「100 冊
以上」までのいずれも回答が 1 割以上と，園によるばらつきが⼤きい結果となった。すぐ⼿
に取れる本の蔵書数が，幼児教育・保育の活動や⼦どもの読書習慣にどのように影響するの
か，今後縦断データから検討することが期待される。蔵書のジャンルについては，多い順か
ら「図鑑（97.9%）」「物語・⺠話（97.8%）」「探す・遊ぶ絵本（84.7%）」「⾔葉（⾔葉遊び・
詩）（70.3%）」と続いていた。蔵書数の多寡にかかわらず，読み聞かせの頻度については「ほ
ぼ毎⽇」⾏っているという回答が 7 割以上を占め，また，多くの園が本の配置を定期的に⼊
れ替えたり，落ち着いて本を読めるコーナーを設けたりするなどの⼯夫をしていた。保護者
調査の結果では，家庭での絵本・本の共同読みの頻度は「週 1 ⽇」が最多の回答であり，週
0 回から毎⽇までばらつきが⼤きかった（詳しくは第 3 章を参照）。このことから，家庭で
の読書環境が⼗分といえない⼦どもであっても，園で⼿に取れる本や読み聞かせの機会が
⼗分にあることで，⽇常的に絵本・本に触れる経験をできている可能性がある。このように，
多くの園で⼦どもが読書に触れる機会を確保していることが⾒て取れる結果となった。 
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6)保育者のかかわり 

Table4.22 から Table4.25 は，担当しているクラスの，回答者⾃⾝を含む全ての保育者の
⼦どもに対するかかわりに関する集計結果である。 

クラスにおける保育者のかかわり 

担当するクラスにおけるかかわり（Table4.22）について，ほとんどの項⽬で 9 割前後の
回答者が「どちらかといえばそうしている」「だいたいそうしている」「いつもそうしている」
のいずれかを選択しており，保育者が⼦どもの主体性や⼼情を尊重しながら関わっている
ことが読み取れる。特に，「⼦どもの感情や怒りの感情表現を受けとめている（60.2%）」「ト
ラブルが⽣じたとき，⼦ども同⼠で解決できるよう，他児の思いや考えに気づくような⾔葉
かけや代弁を⾏っている（61.1%）」の 2 項⽬で，「いつもそうしている」が 6 割を越えてい
た。これは，保育者が⼦どもの感情の発達段階に応じた⽀援を⼼がけていることを⽰してい
ると考えられる。 
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遊びを通して学びにつなげるかかわり 

また，遊びを通して学びにつなげるかかわり（Table4.23）に関しては，「⼦どもが課題に
挑戦しているときには，必要に応じて援助をしている（58.0%）」と「⼦どもが好きな遊び
や活動を選択できるようにしている（53.1%）」の 2 項⽬で「いつもそうしている」が過半
数を占めている。これは，保育者が⼀⽅的に指導するのではなく，⼦どもの興味や発達段階
に合わせて寄り添いながら遊びの充実につなげていく姿勢が浸透していることを⽰唆して
いる。「どちらかといえばそうしている」「だいたいそうしている」「いつもそうしている」
のいずれかの選択率は，ほとんどの項⽬で 9 割を超え，全体として温かく受容的なかかわ
りや⼦ども個⼈と集団をつなげるかかわり，⼦どもの興味関⼼を学びにつなげたり⾃主性
を促したりするかかわりが広く実践されているといえよう。 
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午前中に眠そうな⼦どもの有無と対応 

Table4.24 および Table4.25 は，午前中に眠そうにしている⼦どもの有無と対応であ
る。約 4 割の園で午前中眠そうにしている⼦を⾒かけることがあり，そのうち 60.0%は声
掛けなどにより昼寝の時間までは寝かせない，40.0%は午前中でも寝かせるという回答で
あった。対応については⼀概に捉えられず，家庭や⼦どもの状況を把握した上で各園が判
断していると考えられる。 
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7) ICT 活動 

Table4.26 は，担当しているクラスの，ICT を使った⼦どもの活動に関する集計結果であ
る。この設問は，先の設問で⼀⻫活動か⾃由遊びの時間に ICT 機器を⽤いた何らかの活動
を⾏っていると回答した者にのみ表⽰された質問である（Table4.15 および Table4.16 を参
照）。「⼦どもが使える ICT 機器を⽤意している（例．デジタルカメラ，PC，タブレット機
器）」の項⽬に「どちらかといえばそうしている」「だいたいそうしている」「いつもそうし
ている」のいずれかと回答した割合は約 5 割であった。また，ICT 機器を使った活動内容
についても，「そうしている」⽅の回答が過半数を超えることはなく，ICT 活動を⾏ってい
る園であっても，⼦どもが園において ICT 機器を触る機会は限定的な範囲に留まるとみら
れる。 
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8) 就学準備的な指導 

Table4.27 は，担当しているクラスの，就学準備的な指導に関して集計した結果である。
⼩学校に合わせた⾏動習慣や⽣活習慣を指導しているかについては，「すこし当てはまる」
「当てはまる」「⾮常によく当てはまる」の回答割合が 9 割を⼤きく超える⼀⽅，教科の準
備や予習となるような指導では 7 割弱に留まっている。この結果は，⼀⻫活動や⾃由遊び
の時間での活動内容（Table4.15 および Table4.16）で述べた，直接的な学習指導ではなく
遊びを通して学びにつなげようと意図された保育者の実践とも整合的である。 
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9) 幼児教育・保育における⼈権・⼈格の尊重 

Table4.28 は，幼児教育・保育における⼈権・⼈格の尊重に関する質問項⽬の集計結果で
ある。いずれの項⽬でも「すこし当てはまる」「当てはまる」「⾮常によく当てはまる」のい
ずれかを選択した回答者が 9 割を超えており，⼦どもの⼈権・⼈格を重視して教育・保育に
あたっていることが⾒える結果となった。ただ，「⼀⼈の保育者が⼦どもや保育を抱え込む
ことなく，複数⼈で分担している」は，「あまり当てはまらない」「当てはまらない」「全く
当てはまらない」の回答割合が他の項⽬と⽐べやや⾼かった。 

 

 
 

10) 幼児教育・保育における安全管理 

Table4.29 は幼児教育・保育における安全管理・事故防⽌に関する集計結果である。どの
項⽬でも「すこし当てはまる」「当てはまる」「⾮常によく当てはまる」のいずれかの回答割
合が 9 割を⼤きく超えており，ほとんどの園において安全管理・事故防⽌の取り組みが重
視されていることがわかる結果となった。 
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11) 園⻑のリーダーシップ，職場の協働的⾵⼟の認知 

Table4.30 は園⻑のリーダーシップに関する集計結果である。「園⻑は，現在在園してい
る⼦どもたちのことを⼗分理解している」などの全３項⽬について，「すこし当てはまる」
「当てはまる」「⾮常によく当てはまる」のいずれかの選択割合がすべて 8 割を超えており，
多くの園で園⻑が⼦どもや幼児教育・保育を理解し，リーダーシップを持って園運営を⾏っ
ていることがわかる。 

Table4.31 は職場の協働的な雰囲気に関する集計結果である。⽥村（2008）および⽥村他
（2012）による「協働的⾵⼟の認知」尺度を，幼児教育・保育現場にあてはまるよう⽂⾔を
⼀部変更して使⽤した。全 9 項⽬のうち，最後の 2 項⽬「趣味や遊びの⾯での仲間意識は
あるが⼦どもの保育や仕事などについて真剣に議論をすることはあまりない」「保育者集団
の和を⼤切にするあまり，⾃分の考えや主張が⾔いにくい職場である」は逆転項⽬であり，
「そう思わない」「あまりそう思わない」が職場の雰囲気を肯定的に評価する選択肢である。
ほとんどの設問で 6 割以上の回答者が「ややそう思う」「そう思う」（逆転項⽬では「そう思
わない」「あまりそう思わない」）のいずれかを選択しており，職場の⾵⼟を協働的だと認識
していることが⽰された。特に，「⼦どもの保育や職務で困っている保育者がいれば多くの
同僚が応援する雰囲気がある」と「⼦どもの保育に関して，⽇常的に保育者同⼠がアドバイ
スし合ったり，助け合ったりする職場である」の 2 項⽬は「ややそう思う」「そう思う」の
割合が 8 割を超えていた。⼀⽅で，「あまりそう思わない」「そう思わない」を選ぶ回答者が
1〜2 割いる項⽬もあり，職場の協働的⾵⼟の認知は園や保育者によって異なる様⼦がうか
がえる。 
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12) 担任保育者の労働環境 

Table4.32 から Table4.36 は労働環境に関する集計結果である。休暇の取りやすさ
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（Table4.32），休憩時間（Table4.33），勤務時間のうち⼦どもと直接かかわらない時間
（Table4.34）については⽐較的ばらつきが⼤きく，園によって労働環境がかなり異なるこ
とが推察された。特に⼀⽇の休憩時間については，「30 分以上 1 時間未満」が 37.8%と最も
多かったものの，「全くとっていない」（18.7%），「1 分以上 15 分未満」（19.6%），「15 分以
上 30 分未満」（19.0%）など休憩をとっていない，またはごく短い時間しか取っていないと
いう回答もそれぞれ 2 割弱を占めていた。⼗分な休憩時間が取れない背景としては，業務
量の多さや職員不⾜など保育者個⼈では解消できない課題があると考えられる。⻑時間の
労働は⼼⾝に負担がかかり，疲労や事故のリスクも⾼まるため，保育者が適度な休憩を取る
ことができるよう施設や⾏政など様々なレベルで⽀援していく必要があるであろう。また，
⼀⽇当たりの労働時間（Table4.35）については，8 時間から 10 時間未満の間に過半数が納
まっているものの，10 時間以上という回答も 3 割近くあった。給与が職務内容に⾒合って
いるかという設問（Table4.36）では，「職務内容に対し給与がとても少ない」「職務内容に
対し給与がやや少ない」のいずれかを選択した回答者が 8 割近くを占めており，多くの回
答者が職務内容に対して給与が不⼗分であると感じていることが明らかになった。 
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13) 担任保育者の精神的健康 

 Table4.37 は，S-WHO-5-J（稲垣他，2013）を⽤いた，調査時点の直近 2 週間における保
育者の精神的健康に関する集計結果である。「明るく，楽しい気分で過ごした」と「意欲的
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で活動的に過ごした」の項⽬は「そういう時が多かった」「いつもそうだった」のいずれか
を選択した回答者が７割を超えていた。⼀⽅，「落ち着いたリラックスした気分で過ごした」
の項⽬では 5 割程度，「ぐっすりと休め，気持ちよくめざめた」の項⽬では 4 割程度に留ま
り，活動的に過ごしてはいるものの，保育者の休息が⼗分確保されていない状況がうかがえ
る結果となった。 
 

 
（橘孝昌・天井響⼦） 
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4-2. 担任保育者調査 質問項⽬⼀覧 

番号 表番号 質問項⽬ 

あなた⾃⾝のプロフィールについてお尋ねします。 

Q1 Table4.1 あなたの性別をお知らせください。 

Q2 Table4.2 あなたの現在の年齢をお知らせください。／歳 

Q3 Table4.4 他園での勤務年数も含めて，保育教諭，保育⼠または幼稚園教諭としての経験年
数をお知らせください。／年⽬ 
※休業期間（産休・育休など）は除外し，累積年数でお知らせください。 

Q4 同上 現在の園でのご勤務年数をお知らせください。／年⽬ 
※休業期間（産休・育休など）は除外し，累積年数でお知らせください。 

Q5 Table4.3 現在の園での役職をお知らせください。 

Q6 Table4.5 ご⾃⾝が保有されている免許や資格を【全て】お選びください。 

Q7 Table4.6 前の質問で取得した免許や資格はどのように取得しましたか。当てはまるものを
【全て】お選びください。 

Q8 Table4.7 あなたの最終学歴をお知らせください。 

あなた⾃⾝の，専⾨性の向上のための活動（研修等）への参加についてお尋ねします。 
※園内・園外，どちらの活動（研修等）も含みます。 
Q9 Table4.8 あなたは，過去 12 か⽉（2023（令和 5）年 12 ⽉ 1 ⽇〜2024（令和 6）年 11 ⽉

30 ⽇）の間に保育⼠等キャリアアップ研修に参加しましたか。 
Q10 Table4.9 過去 12 か⽉（2023（令和 5）年 12 ⽉ 1 ⽇〜2024（令和 6）年 11 ⽉ 30 ⽇）の間

に参加した保育⼠等キャリアアップ研修の項⽬を【全て】お選びください。 
Q11 Table4.10 保育⼠等キャリアアップ研修を除き，過去 12 か⽉（2023（令和 5）年 12 ⽉ 1 ⽇

〜2024（令和 6）年 11 ⽉ 30 ⽇）の間に専⾨性の向上のために参加した活動（研
修等）を【全て】お選びください。 

Q12 Table4.11 保育⼠等キャリアアップ研修を除き，過去 12 か⽉（2023 年 12 ⽉ 1 ⽇〜2024 年
11 ⽉ 30 ⽇）の間にあなたが参加した専⾨性向上のための活動（研修等）に含ま
れていた内容として，当てはまるものを【全て】お選びください。 

ここからは，担当しているクラスについてお尋ねします。クラス編制のしかたが複数ある場合（例. 縦割りと

横割りの両⽅でクラス編制をしている場合）は，通常の保育時間（教育／保育標準時間※認定こども園は教育標準時

間）でより多く過ごしている編制でのクラスについてお答えください。 

Q13 Table4.17 『担当しているクラスにおける，教育・保育の環境構成』についてお尋ねします。
以下の項⽬それぞれについて，当てはまると思うものをお選びください。 

(1) Table4.17_1 園舎内に，くつろぎの場として，⼦どもがのんびりし，静かな遊びをしたり，休
んだりできる空間を確保している 
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(2) 同上 園内に，様々な特性の⼦どもが⽣活しやすい⼯夫（例．ユニバーサルデザインな
ど）をしている 

(3) 同上 クラスの環境は，様々な特性の⼦どもにとって居⼼地の良いものにしている 

(4) 同上 活動の空間を，必要に応じて再構成している 

(5) 同上 遊びの中で，⼦どもが⻑く順番待ちをしなくても使えるだけの，ほどよい遊具や
道具，素材・教材を⽤意している 

(6) 同上 室内外に，五領域（健康，⼈間関係，環境，⾔葉，表現）での経験を保障する遊
具・道具や素材・教材を⽤意している 

(7) 同上 それぞれの遊び場には，⼦どもの発達の状態に合った遊具・道具や素材・教材を
⽤意している 

(8) 同上 遊具・道具や素材・教材は，⼦どもの⽬につく場所に，興味関⼼を引くように配
置している 

(9) Table4.17_2 遊具・道具や素材・教材は，⼦どもの興味関⼼に応じて，随時⼊れ替えている 

(10) 同上 遊びの⽤途が限られていない（⾃分で遊び⽅を⼯夫できる）遊具・道具や素材・
教材を⼗分に⽤意している 

(11) 同上 ⼦どもが⾃分で遊びや遊ぶ空間をつくれるようにしている 

(12) 同上 遊具・道具や素材・教材のいくつかは，現在クラスで進⾏中の遊びや活動（⾏事
含む）のテーマに関係のあるものにしている 

(13) 同上 遊びや⽣活の中で，⽂字に親しめる環境を⽤意している（例．名称ラベルや説明
書きをともなう絵・写真） 

(14) 同上 遊びや⽣活の中で，数量や図形に親しめる環境を⽤意している（例．数えて遊ぶ
おもちゃ，様々な形のパズルや積み⽊） 

(15) 同上 ⾝近な事物の性質や仕組みに気づいたり考えたりできる環境を⽤意している（例．
⾍メガネ，磁⽯，調べものができるコーナー） 

(16) 同上 ⼦どもが地域の産業や⽂化に親しめる環境を⽤意している（例. 地域の特産品の
展⽰） 

『クラスの⼦どもがすぐ⼿に取れる本（絵本，図鑑，紙芝居を含む）の蔵書数や配置』についてお尋ね
します。 
※⼦どもが好きな時に本を取りに⾏ける図書室や共⽤スペース（図書コーナーなど）がある場合はそれらも含めてお

答えください。 

※電⼦書籍は除く 

Q14 Table4.18 クラスの⼦どもがすぐ⼿に取れる本の蔵書数として，最も近いものを⼀つお選び
ください。 

Q15 Table4.19 次の本のジャンルのうち，クラスの⼦どもがすぐ⼿に取れる蔵書としてあるもの
を【全て】お選びください。 
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Q16 Table4.20 クラスでの読み聞かせ（クラス全体あるいは⼩集団で）の頻度として，最も近い
ものを⼀つお選びください。 

Q17 Table4.21 クラスまたは園の本の配置について，当てはまると思うものをお選びください。
※⼦どもが好きな時に本を取りに⾏ける図書室や共⽤スペース（図書コーナーなど）がある

場合はそれらも含めてお答えください。 

(1) 同上 季節やその時のクラスの活動に合わせて本をラックなどに展⽰し，定期的に⼊れ
替えている 

(2) 同上 本の近くに，落ち着いて本を読めるコーナーをつくっている 

Q18 Table4.12 『担当しているクラスの，教育および保育の内容に関する全体的な計画および振
り返り』についてお尋ねします。以下の項⽬それぞれについて，当てはまると思
うものをお選びください。 

(1) 同上 指導計画は，「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」（10 の姿）を意識して⽴て
ている 

(2) 同上 指導計画は，⼦どもたち⼀⼈ひとりの実態に配慮し，柔軟に応じられるよう⼯夫
して⽴てている 

(3) 同上 指導計画は，⼦どもが主体となって遊びや活動を展開できるよう⼯夫して⽴てて
いる 

(4) 同上 遊びや活動の中での⼦どもの気づきや学びを可視化して記録し，振り返っている
（例. ドキュメンテーション，ポートフォリオ，ラーニングストーリー） 

(5) 同上 保育の出来事を振り返るとき，この先の⼦どもの育ちについて⾒通しを持つよう
にしている 

『担当しているクラスの，⼀⽇当たりの保育時間（教育／保育標準時間）における⼀⻫活動と⾃由遊び
の時間』についてお尋ねします。 
Q19 Table4.14 ⼀⽇当たりの⼀⻫活動と⾃由遊びの時間時間をそれぞれご記⼊ください。 

※⼩数点第⼀位まで⼊⼒可能です。例えば 30 分の場合は 0.5 時間，2 時間 30 分の場合は 2.5

時間としてお答えください。 

※⾷事や午睡など，⽣活のための時間は除きます。 

(1) 同上 ⼀⽇当たりの⼀⻫活動 

(2) 同上 ⼀⽇当たりの⾃由遊び 

Q20 Table4.15 『担当しているクラスの，通常の保育時間（教育／保育標準時間）の【⼀⻫活動
の時間】に⾏っている，遊びや活動の頻度』をお尋ねします。それぞれの活動に
ついて，⼀⻫活動における頻度をお答えください。 
※各項⽬で⽰されている活動を望ましいものとしているわけでも，それをするよう求めてい

るわけでもありません。 

(1) 同上 体操・運動遊び 



122 

(2) 同上 歌・リズム・楽器遊び 

(3) 同上 お絵かき・⼯作 

(4) 同上 積み⽊・ブロック 

(5) 同上 ごっこ遊び・劇遊び 

(6) 同上 泥遊び・⾃然とかかわる体験（⽣物の飼育や植物の栽培，野外活動など） 

(7) 同上 ⾷にかかわる体験（⾷育，⾷物の栽培・収穫，調理体験など） 

(8) 同上 社会とかかわる体験（施設訪問・⾒学，地域⾏事への参加など） 

(9) 同上 伝統とかかわる体験（⺠俗舞踊，伝統⼯芸，茶道など） 

(10) 同上 ⽂字や⾔葉に関する遊び（かるた，しりとりなど） 

(11) 同上 数量・図形に関する遊び（⻑さ・重さ⽐べ，パズルなど） 

(12) 同上 学習絵本・ドリル・ワークブックを使った学習 

(13) 同上 英語 

(14) 同上 ICT（デジタルカメラ，PC，タブレット機器など）を⽤いた活動 

Q21 Table4.16 『担当しているクラスの，通常の保育時間（教育／保育標準時間）の【⾃由遊び
の時間】に⾏っている，遊びや活動の頻度』をお尋ねします。それぞれの活動に
ついて，⾃由遊びでできるようにしている頻度をお答えください。 
※各項⽬で⽰されている活動を望ましいものとしているわけでも，それをするよう求めてい

るわけでもありません。 

(1) 同上 体操・運動遊び 

(2) 同上 歌・リズム・楽器遊び 

(3) 同上 お絵かき・⼯作 

(4) 同上 積み⽊・ブロック 

(5) 同上 ごっこ遊び・劇遊び 

(6) 同上 泥遊び・⾃然とかかわる体験（⽣物の飼育や植物の栽培，野外活動など） 

(7) 同上 ⾷にかかわる体験（⾷育，⾷物の栽培・収穫，調理体験など） 

(8) 同上 社会とかかわる体験（施設訪問・⾒学，地域⾏事への参加など） 

(9) 同上 伝統とかかわる体験（⺠俗舞踊，伝統⼯芸，茶道など） 

(10) 同上 ⽂字や⾔葉に関する遊び（かるた，しりとりなど） 

(11) 同上 数量・図形に関する遊び（⻑さ・重さ⽐べ，パズルなど） 

(12) 同上 学習絵本・ドリル・ワークブックを使った学習 

(13) 同上 英語 

(14) 同上 ICT（デジタルカメラ，PC，タブレット機器など）を⽤いた活動 
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Q22 Table4.22 『担当しているクラスの，あなた⾃⾝を含む全ての保育者のかかわり』について
お尋ねします。以下の項⽬それぞれについて，当てはまると思うものをお選びく
ださい。 
※各項⽬で⽰されている実践を望ましいものとしているわけでも，それをするよう求めてい

るわけでもありません。⽇々のご⾃⾝の実践と照らして，率直にお答えいただきますようお

願いいたします。 

(1) Table4.22_1 クラスに落ち着いた雰囲気をつくっている 

(2) 同上 保育者の⼦どもへの接し⽅を温かいものにしている 

(3) 同上 ⼦どもが⾃分の考えや欲求を表現しやすい雰囲気をつくっている 

(4) 同上 ⼦どもの様⼦や興味関⼼に気を配っている 

(5) 同上 ⼦どもの思いに丁寧に対応している 

(6) 同上 ⼦どもに個別に話しかける際，⽬線の⾼さを合わせている 

(7) 同上 ⼦どもの悲しみや怒りなどの感情表現を受けとめている 

(8) 同上 ⼦どもの喜びや感動の表現に対して，肯定的な表情や⾝ぶり，⾔葉で応じている 

(9) 同上 保育者と⼦どもの思いや考えが異なったときには，⼦どもの思いに⽿を傾けるよ
うにしている 

(10) 同上 ⼦どもが⾃分の考えを⾔葉で表現できるよう，⼗分な時間を与えたり，質問をし
たり，⾔い換えたりして援助している 

(11) Table4.22_2 集団の遊びや活動に⼊りたくない⼦どもがいる場合，その⼦が興味関⼼を持つよ
うかかわりを⼯夫している 

(12) 同上 集団の遊びや活動に⼊りたくない⼦どもは，状況に応じて別の遊びや活動ができ
るようにしている 

(13) 同上 個別の遊びを通じて，集団の遊びにつなげられるようかかわりを⼯夫している 

(14) 同上 集団での遊びや活動においても，⼦ども⼀⼈ひとりの気持ちや考えに配慮してい
る 

(15) 同上 ⼦どもたちが⼒を合わせて遊びや活動をする機会を設けている（例．グループの
作品を作る） 

(16) 同上 ⼦どもが他の⼦どもと関われるよう，必要に応じて援助している 

(17) 同上 トラブルが⽣じたとき，⼦ども同⼠で解決できるよう，他児の思いや考えに気づ
くような⾔葉かけや代弁を⾏っている 

(18) 同上 ⼦どもの話し合いの場⾯で，⼦どもの発⾔を引き出したり明確化したりしている 

(19) 同上 ⼦どもに遊びや⽣活のきまりを明確に⽰している 

(20) 同上 ⼦どもに遊びや⽣活のきまりについて，理由をわかりやすく伝えている 

(21) 同上 きまりを⾔葉で理解しにくい⼦どもには，本⼈が理解できる伝え⽅を⼯夫してい
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  る 
Q23 Table4.23 『担当しているクラスの，遊びを通した学びについての，あなた⾃⾝を含む全て

の保育者のかかわり』についてお尋ねします。以下の項⽬それぞれについて，当
てはまると思うものをお選びください。 
※各項⽬で⽰されている実践を望ましいものとしているわけでも，それをするよう求めてい

るわけでもありません。⽇々のご⾃⾝の実践と照らして，率直にお答えいただきますようお

願いいたします。 

(1) Table4.23_1 ⼦どもが好きな遊びや活動を選択できるようにしている 

(2) 同上 ⼦どもが遊びに夢中になっている時，遊びが持続するよう，⾒守りや場の保障を
している 

(3) 同上 ⼦どもが課題に挑戦しているときには，必要に応じて援助をしている 

(4) 同上 ⼦どもが遊びや活動の中で，⾃分で考え，様々なことを試すことができるように
している 

(5) 同上 ⼦どもの抱いた疑問や好奇⼼をくみ取り，それを遊びや活動に反映させている 

(6) 同上 ⼦どもが抱いた疑問や好奇⼼について，保育者や他の⼦どもと共に考えている 

(7) 同上 ⼦どもの発想が及ばないところを援助して，遊びの発展を助けている 

(8) 同上 遊びや⽣活の中で，⼦どもが⾝の回りの⽂字に親しめるようにしている（例．ポ
スターの⽂字や名前ラベルの⽂字への⼦どもの注意を引く） 

(9) Table4.23_2 遊びや⽣活の中で，⼦どもが数量に親しめるようにしている（例．⼈数を数えた
り，積み⽊の⾼さを測ることを促す） 

(10) 同上 遊びや⽣活の中で，⼦どもがいろいろな形に親しめるようにしている（例．お絵
かき，粘⼟などで，形への⼦どもの注意を引く） 

(11) 同上 遊びや⽣活の中で，興味をもった事物を，五感を使って探究できるようにしてい
る（例．⾒るだけでなく，触ったり匂いをかいだりすることを促す） 

(12) 同上 遊びや⽣活の中で，⼦どもが事物の性質や変化に関⼼をもてるようにしている
（例．種や球根が育つ様⼦，氷が溶ける変化等への⼦どもの注意を引く） 

(13) 同上 遊びや⽣活の中で，社会課題に関⼼をもてるようにしている（例. SDGs への⼦ど
もの注意を引く声かけ） 

(14) 同上 ⼦どもが地域社会に親しめるようにしている（例. 地域の産業や⽂化，公共空間で
のマナーへの注意を引く） 

(15) 同上 ⾏事は，進め⽅や内容を⼦どもと話し合い，⼦どもの意⾒を反映させている 

(16) 同上 ⾏事は，どの⼦どもも⾃分なりの役割を⾒つけて主体的に取り組めるように援助
している 

Q24 Table4.26 『担当しているクラスの，ICT を使った⼦どもの活動』についてお尋ねします。 
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  以下の項⽬それぞれについて，当てはまると思うものをお選びください。 
※各項⽬で⽰されている実践を望ましいものとしているわけでも，それをするよう求めてい

るわけでもありません。⽇々のご⾃⾝の実践と照らして，率直にお答えいただきますようお

願いいたします。 

(1) 同上 
 

⼦どもが使える ICT 機器を⽤意している（例．デジタルカメラ，PC，タブレット
機器） 

(2) 同上 
 

⼦どもが ICT 機器を使って創造的な活動ができるようにしている（例．タブレッ
トを使った創造的な線描きや描画，映像に合わせたダンスや運動の創作） 

(3) 同上 
 

⼦どもが ICT 機器を使ってクラスの興味や活動を活性化できるようにしている
（例．⾒つけた昆⾍についての資料を検索する，遠⾜の前に⾏き先について調べ
る） 

(4) 同上 
 

⼦どもが ICT 機器を使って遊びや活動を振り返ることができるようにしている
（例．⼦どもによる記録・ドキュメンテーション） 

Q25 Table4.13 『担当しているクラスの，職員間および保護者との情報共有』についてお尋ねし
ます。以下の項⽬それぞれについて，当てはまると思うものをお選びください。 

(1) 同上 職員間で，指導計画や個別の⼦どもの様⼦について，⼗分に情報共有している 

(2) 同上 保護者に，活動の意図や⽇々の⼦どもの様⼦について，⼗分に情報共有している 

Q26 Table4.27 『担当しているクラスの，就学準備的な指導』についてお尋ねします。以下の項
⽬それぞれについて，どの程度当てはまるかをお選びください。 
※各項⽬で⽰されている実践を望ましいものとしているわけでも，それをするよう求めてい

るわけでもありません。⽇々のご⾃⾝の実践と照らして，率直にお答えいただきますようお

願いいたします。 

(1) 同上 ⼩学校に合わせた⾏動習慣を，就学前に，指導している（例．イスに座って作業
する，少し⻑めの保育者の話を聞く，集団⾏動等） 

(2) 同上 ⼩学校に合わせた⽣活習慣を，就学前に，指導している（例．時間内に⾷事を終
える，雑⼱がけ，和式トイレ等） 

(3) 同上 ⼩学校教科の準備や予習となるものを，就学前に，指導している（例．⽂字の読
み書き，簡単な計算，体育種⽬の練習） 

『担当しているクラスにおける，午前中眠そうな⼦への対応』についてお尋ねします。 

Q27 Table4.24 担当しているクラスでは，午前中に，眠そうにしている／眠ってしまう⼦どもは
いますか。当てはまると思うものを⼀つお選びください。 

Q28 Table4.25 眠そうにしている／眠ってしまう⼦どもにはどのように対応していますか。普段
の対応により近いと思うものを⼀つお選びください。 

Q29 Table4.28 『保育実践における⼈権・⼈格の尊重』についてお尋ねします。以下の項⽬それ
ぞれについて，どの程度当てはまるかをお選びください。 
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(1) 同上 ⼈権擁護や⼈格尊重を踏まえた保育について⼗分に理解している 

(2) 同上 保育施設における虐待等の防⽌のためのガイドラインやチェックリストについて
⼗分に把握し，活⽤している 

(3) 同上 ⼀⼈の保育者が⼦どもや保育を抱え込むことなく，複数⼈で分担している 

(4) 同上 適切でないかかわりを⾒つけた場合に，報告・相談・改善できる体制がある 

(5) 同上 保護者から適切でない保育について指摘があった場合に，対応できる体制がある 

Q30 Table4.29 『保育実践における安全管理や事故防⽌』についてお尋ねします。以下の項⽬そ
れぞれについて，どの程度当てはまるかをお選びください。 

(1) 同上 園の安全計画やマニュアルについて⼗分に把握している 

(2) 同上 ⾒守りの位置・役割分担についての話し合いや，家具・遊具の配置確認，死⾓や
危険な場所・ものの確認を⾏っている 

(3) 同上 保育者間でヒヤリ・ハットや事故防⽌について気軽に共有し話せる雰囲気がある 

Q31 Table4.30 『貴園の園⻑のリーダーシップ』についてお尋ねします。以下の項⽬それぞれに
ついて，どの程度当てはまるかをお選びください。 
※この項⽬への回答を含め，全ての回答は仮名加⼯され統計的に処理されますので，あなた

がどのように回答したかが園⻑等含め第三者に知られることは⼀切ありません。 

(1) 同上 園⻑は，現在在籍している⼦どもたちのことを⼗分に理解している 

(2) 同上 園⻑は，職員が⾏っている幼児教育・保育について⼗分に理解している 

(3) 同上 園⻑は，園の経営や運営だけでなく，幼児教育・保育の現場においてリーダーシ
ップを発揮している 

『あなたの労働環境』についてお尋ねします。 

Q32 Table4.32 規定の休暇（有給休暇を含む）はどれくらい取りやすいですか 
※あなたが休暇をそれほど必要としない場合でも，希望を出せばすぐ取れる場合は「取りや

すい」としてお答えください。希望を出しても取れない場合やそもそも希望を出しにくい場

合は「取りにくい」としてお答えください。 

Q33 Table4.33 あなたは，勤務⽇⼀⽇当たり平均して休憩時間をどのくらい取っていますか。 

Q34 Table4.34 勤務時間のうち，⼦どもと直接かかわらない時間（ノンコンタクトタイム）はど
れくらいありますか。 
※勤務⽇⼀⽇当たりの平均でお答えください。 

※休憩時間は除きます。 

Q35 Table4.35 勤務⽇⼀⽇当たりの労働時間（残業，持ち帰りを含む）は，平均どれくらいです
か。 

Q36 Table4.36 現在の給与は，どの程度ご⾃⾝の職務内容に⾒合っていると思いますか。 

Q37 Table4.31 あなたは，あなたの園の職場の雰囲気について，どのように感じていますか。次 
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  の各項⽬について，当てはまるものをお選びください。 
※この項⽬への回答を含め，全ての回答は仮名加⼯され統計的に処理されますので，あなた

がどのように回答したかが園⻑等含め第三者に知られることは⼀切ありません。 

(1) 同上 ⼦どもの保育や職務で困っている保育者がいれば多くの同僚が応援する雰囲気が
ある 

(2) 同上 ⼦どもの保育に関して，⽇常的に保育者同⼠がアドバイスし合ったり，助け合っ
たりする職場である 

(3) 同上 ⼦どもの保育や職務で困っている保育者が⾃分の悩みを率直に話せる雰囲気があ
る 

(4) 同上 みんなが協⼒してよりよい保育を⽬指しているので，⾃分も⾼い職務意識を持つ
ことができる 

(5) 同上 保育者⼀⼈ひとりの意欲が⼤切にされており，各⾃の個性を尊重し発揮し合う形
でよくまとまっている職場である 

(6) 同上 園の保育⽬標の共通理解や具体化については，園内で意⾒の交換がよくなされて
いる 

(7) 同上 保育実践や園の仕事に関して，保育者間の多様な意⾒を受け⼊れて，みんなで腹
を割って議論できる雰囲気がある 

(8) 同上 趣味や遊びの⾯での仲間意識はあるが⼦どもの保育や仕事などについて真剣に議
論をすることはあまりない 

(9) 同上 保育者集団の和を⼤切にするあまり，⾃分の考えや主張が⾔いにくい職場である 

Q38 Table4.37 以下の 5 つの各項⽬について，最近２週間のあなたの状態に最も近いものを⼀つ
お選びください。 

(1) 同上 明るく，楽しい気分で過ごした 

(2) 同上 落ち着いたリラックスした気分で過ごした 

(3) 同上 意欲的で活動的に過ごした 

(4) 同上 ぐっすりと休め，気持ちよくめざめた 

(5) 同上 ⽇常⽣活の中に，興味のあることがたくさんあった 
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5.  園⻑等調査 集計結果 
本章では，園⻑等（園⻑・施設⻑，または，園⻑に相当する運営業務を担当し園の幼児教

育・保育の現状を把握している管理職）を対象とした調査について，各設問の集計結果を図
表として⽰すとともに，セクションごとに主だった結果について説明する。園⻑等調査は，
紙版質問紙も作成し，紙版と WEB 版のどちらか⼀⽅を回答してもらった。紙版質問紙は必
須回答項⽬への未記⼊や単⼀選択項⽬への複数選択あるいは選択肢の中間にチェックする
といった集計困難な回答が⽣じた。その結果，各質問の総回答数は必ずしも⼀貫していない。
なお，回答数がごくわずかな⼀部の設問については，回答者が特定される恐れがあることに
鑑み，集計結果は⾮掲載とした。 

5-1. 結果と考察 

1) 園⻑等および園の基礎情報 

回答者である園⻑等の基礎情報を Table5.1 から Table5.5 および Figure5.3 に⽰す。回答
者の役職（Table5.1），勤務形態（Table5.2），現在の園での勤続年数と役職年数（Table5.3, 
Figure5.3），性別（Table5.4），年齢（Table5.5）を尋ねた。なお，回答者の役職の設問では，
兼任の場合は当てはまるものを全て選択するよう求めた。現在の園での勤続年数の設問で
は，園⻑以外の経験年数を含み，休業期間（産休・育休など）を除外した累積年数での回答
を求めた。役職年数については，他園での経験年数も含み，休業期間（産休・育休など）を
除外した累積年数での回答を求めた。 

回答者 888 名のうち，園⻑が 768 名（86.6%）であり，それ以外では副園⻑（6.3%），主
任・主幹（5.0%），理事（4.1%）などから回答が得られた（無回答 1 名）。回答者の勤務形
態については任期のない常勤職が 81.8%と多かったが，任期ありの常勤職（17.3%）や⾮常
勤職（0.9%）からの回答もあった。回答者の現在の園における勤続年数は平均 16.0 年（標
準偏差 13.7，範囲 1〜65）で，現在の役職には平均 8.7 年（標準偏差 8.7，範囲 1〜65）従
事していた。勤続年数は 2 年，役職年数は 3 年が最頻値であり，⽐較的短い年数の回答が
多かった。回答者の性別は男性が 20.0%であり，90.9%が⼥性であった担任保育者（Table4.1
参照）と⽐較して，男性の割合が多くなっていた。回答者の平均年齢は 56.0 歳（標準偏差
8.8，範囲 25〜88）であった。 

Table5.6 から Table5.9 は園の基礎情報に関する結果である。園の在籍児数（Table5.6），
種別・類型（Table5.7, Table5.8），園の設置・運営主体（Table5.9）について尋ねた。園の
在籍児（0 歳児〜5 歳児）数の平均は 107.3 ⼈であったが，標準偏差は 67.2，範囲 6〜681
といずれも⼤きく，⼩規模園から⼤規模園まで幅広い施設規模の園が対象となっているこ
とが分かる。園種や設置・運営形態に関する情報は Table5.7 から Table5.9 に⽰す通りであ
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る。国内における各種園の設置⽐率を踏まえると，国内における実態をある程度代表するよ
うなデータが得られたといえる。 
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2) 教育・保育の経験，リーダーシップ，専⾨性およびその向上のための活動 

Table5.10 から Table5.17 および Figure5.11 は，回答者である園⻑等が保有する免許・資
格，教育経験，学歴やリーダーシップ，専⾨性およびその向上のための活動への参加など，
幼児教育・保育および園運営の専⾨性に関わる設問の結果である。回答者が保有する免許・
資格（Table5.10），保育教諭・保育⼠・幼稚園教諭としての経験年数（Table5.11, Figure5.11），
経歴（Table5.12），最終学歴（Table5.13），リーダーシップ（Table5.14），専⾨性向上のた
めの活動への参加（Table5.15），およびその活動内容（Table5.16）について尋ねた。なお，
専⾨性向上のための活動内容の設問は，活動への参加回数の設問で「1」以上を回答した者
のみに表⽰された。 

回答者が保有する免許・資格としては幼稚園教諭免許や保育⼠資格といった幼児教育・保
育に直接関わる免許・資格の保有率がいずれも 7 割以上に達しており，⼩学校教諭，その他
教員免許の保有率は 1 割程度であった。保育⼠や幼稚園教諭としての経験年数は平均 24.8
年で，幼児教育や保育の現場に 20 年以上従事している経験豊富な回答者が多かった。⼀⽅
で，保育⼠や幼稚園教諭としての経験がまったくない回答者も 100 名程度で全体の１割以
上を占めた。現在の役職に就く前の経歴を問う項⽬でも，現在勤務する園や他の園で担任や
主任，主幹等の保育者経験を有する回答者が多くいた⼀⽅で，幼児教育，保育，学校教育い
ずれの経験もないとした回答者が 11.3％であり，園⻑等としてのキャリアは，個⼈によっ
て⼤きく異なることが⽰された。回答者の最終学歴は，短期⼤学が最も多く 49.3%を占め，
四年制⼤学が 29.3%，専⾨学校が 13.4%と続いた。 

回答者⾃⾝の，職員が⾏っている幼児教育や保育に対する理解，現場でのリーダーシップ
を問う項⽬については，⼗分に理解している，もしくはリーダーシップを発揮しているに
「当てはまる」「当てはまる」「⾮常によく当てはまる」のいずれかと回答する割合がいずれ
も 9 割超を占めていた。担任保育者も園⻑の現場への理解やリーダーシップに関してはあ
る程度ポジティブに評価しており（Table4.30 参照。担任保育者調査では園⻑について回答
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しているが，園⻑等調査の⼀部の回答者は園⻑以外の役職であることに留意されたい），園
⻑等の⾃⼰評価はこれと⼀致する結果となった。ただ，園⻑の現場への理解やリーダーシッ
プを⼗分でないと評価する担任保育者が⼀定程度みられた⼀⽅で，⾃⾝をネガティブに評
価する園⻑等は少なく，担任保育者が求める園⻑のリーダーシップと，園⻑等が思い描くリ
ーダーシップのあり⽅に相違があることもうかがえる。 

研修等の，専⾨性向上のための活動については，過去 12 ヶ⽉で回答者は平均 7.9 回（標
準偏差 6.2，範囲 0〜50）の活動に参加していた。活動内容としては「園の運営，リーダー
シップ（例：施設⻑研修）」（81.7%），「健康衛⽣，安全管理（例：防災，アレルギー対応，
救命救急，ヒヤリハット）」（60.0%），「幼保⼩連携，接続」（55.9%）など，幼児教育・保育
の実践よりも管理運営に関わる内容の⽅が相対的に参加する割合が⼤きく，園の運営者と
しての専⾨性向上に積極的に取り組んでいる回答者が多くいることが⽰唆された。 
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3) 保育者の配置 

Table5.17 から Table5.23 は，保育者の配置と関連する結果である。保育者の配置
（Table5.17），職員数の余裕（Table5.18），保育者の定着（Table5.19），体調不良やメンタ
ルヘルスの問題による休職・退職者数（Table5.20），代替職員の配置（Table5.21），経験年
数ごとの保育者⼈数（Table5.22），保有免許・資格ごとの保育者⼈数（Table5.23）につい
て尋ねた。 

各園における保育者の配置については，園の規模等によって⼤きなばらつきがあるもの
の，「余裕をもって保育にのぞむのに⼗分な職員数が確保されていますか」という設問に対
しては，「まったく余裕がない」「余裕がない」「あまり余裕がない」のいずれかの回答が計
54.9%と過半数を占め，「少し余裕がある」「余裕がある」「⾮常に余裕がある」の回答を上
回った。保育者の定着率について尋ねる項⽬では，新たに着任した保育者の数や退職した保
育者の数，体調不良やメンタルヘルスの問題で休職・退職した保育者の数には⼤きなばらつ
きがあった。これらの値は園の規模に拠るところが⼤きいと考えられるものの，⼀部の園に
おいて，保育者が定着しないことが課題になっていることが推察される。また，保育者が⼀
時的な休暇（産前産後休業，育児休業，介護休業等）を取得する場合，休暇取得者に対して
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同じ数の代替職員を配置できる「おおよそ 100%」との回答は 42.3%に留まっている。これ
らの結果を総合すると，⼈⼿の確保に慢性的な課題を抱える園も少なくないものと考えら
れる。経験年数ごとの保育者の数は，回答全体をみると，経験年数が 3 年未満の新⼈や若⼿
に⽐して，中堅やベテランの数が多く，バランスが取れているように思われるが，園ごとに
その構成⽐は異なると考えられ，ベテランが豊富に在籍する園，若⼿主体の園など保育者の
構成の違いによって，幼児教育・保育の質などにどのような影響があるかを検討する必要が
あるだろう。幼稚園教諭免許や保育⼠資格の保有者の数についてはばらつきが⼤きく，これ
も園の規模に拠るところが⼤きいと考えられる。 
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4) クラス編制・クラスサイズ 

Table5.24 から Table5.42 はクラス編制とクラスサイズに関する結果である。クラスサイ
ズに関する設問は，クラス編制の設問への回答に基づいて，対応する設問のみが回答者に対
して⾃動的に表⽰された。 

３・４・５歳児クラスの編制（Table5.24〜Table5.26）では，「学年別クラス編制のみ」と
の回答が 79.4%を占めており，3 歳，4 歳，5 歳児のいずれにおいても，学年別クラスの編
制率は 90％を超えていた。⼀⽅で，学年別クラス編制との⼆重編制を含めると，異年齢混
合クラス編制を取り⼊れている園が 20％程度あった。また，異年齢混合クラス編制を取り
⼊れている園の 56.5%が，「3・4・5 歳児」の組み合わせでクラスを編制していると回答し
た。 

３・４・５歳児の各クラス（もしくは 3 歳未満児との縦割り／異年齢混合クラス）のサイ
ズに関する項⽬（Table5.27〜Table5.33）をみると，5 歳児クラス，4 歳児クラスでは 1 ク
ラス当たりの園児数は 20 ⼈，担当保育者数では 1 ⼈という回答が中央値となっており，3
歳児クラスでは園児数は 18 ⼈，担当保育者数は 2 ⼈という回答が中央値であった。また，
加配保育者については，同じ年齢別クラスが複数ある場合は全クラス合わせての⼈数を尋
ねたこともあり，⽐較的ばらつきが⼤きかった。３・５歳児の組み合わせで編制されたクラ
スの集計結果である Table5.33 については，回答数が 3 名のため個⼈や園の特定を避ける
意図から結果および表は⾮掲載とした。 

０・１・２歳児のクラス編制（Table5.34〜Table5.36）については，「（0・１・2 歳児を対
象とした）乳児保育は⾏っていない」と回答した 18.5％を除くと，０・１・２歳児を保育し
ている園の 20％程度が異年齢混合クラス編制を取り⼊れていた。Table5.35 以降は「乳児保
育は⾏っていない」と回答した者を除いた結果である。年齢ごとにみると，2 歳児（98.1%）
と⽐べ，0 歳児（69.6%），1 歳児（77.1%）では学年別クラスが編制されている割合が低か
った。縦割り／異年齢混合クラス編制の組み合わせについては，「0・1 歳児」（44.1%），「１・
２歳児」（39.3%）との回答が多く，「３・４・５歳児」と幅広い年齢の組み合わせが多かっ
た 3 歳以上児のクラス編制とは異なる傾向がみられた。また，3 歳未満児と 3 歳以上児を混
合したクラス編制については「２・３歳」（20.7%）という回答がみられたものの，他の組
み合わせで編制されたクラスは極めて少数であった。 
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０・１・２歳児の各クラス（もしくは 3 歳以上児との縦割り／異年齢混合クラス）のクサ
イズに関する項⽬（Table5.37〜Table5.42）をみると，2 歳児クラスの 1 クラス当たりの園
児数は 15 ⼈，1 歳児クラスでは 14 ⼈，0 歳児クラスでは 7 ⼈という回答が最も多く，担当
保育者数はいずれも 3 ⼈という回答が最も多かった。 
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5) インクルージョンや多様性の尊重に関する取り組み 

Table5.43 から Table5.45 は，インクルージョンや多様性の尊重に関する取り組みについ
ての結果である。特別な配慮が必要な⼦どもの⼈数（Table5.43），医療的ケア児の受け⼊れ
体制（Table5.44），インクルージョンや多様性の尊重に関する取り組みの内容（Table5.45）
について尋ねた。なお，「特別な配慮が必要な⼦ども」とは，障がい，疾病，発達と⾏動⾯
の問題，社会経済的困難，⺟語が園で⽤いる⾔語と異なる⼦ども，性の⾃認などで，個別的
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な配慮を要する⼦どもを指し，⼦どもが複数の特性を持つ場合は重複して⼈数をカウント
するものとした。また，⼦どもたちの背景に関する回答者の個⼈的な⾒解について尋ねるも
ので，おおまかな推定に基づく回答で良いことについて明記し，該当する⼦どもがいない場
合は「0」⼈と記⼊し，回答が難しい場合は空欄のままとするよう求めた。 

「特別な配慮が必要な⼦ども」全体の⼈数の平均は 10.5 ⼈であり，園ごとにばらつきは
あるものの，該当する⼦どもが⼀定数在籍していることが分かる。医療的ケアを要する⼦ど
もや精神／⾝体／発達障がいの診断がある⼦どもだけでなく，多くの「診断はないが，発達
と⾏動⾯で気になる⼦ども」（平均 5.7 ⼈）が「特別な配慮が必要な⼦ども」と捉えられて
いることがうかがえる。医療的ケアを要する⼦どもの受け⼊れ体制や受け⼊れ枠について，
「ある」とした園は 15.7%に留まったが，「現在はないが，準備している／受け⼊れの相談
があれば検討したい」と回答した園も合わせて 30%程度あった。インクルージョンや多様
性の尊重に関する取り組みについては，各取り組みとも，「全く当てはまらない」から「⾮
常によく当てはまる」の 6 つの選択肢のうち「当てはまる」（取り組みを実施している）と
する回答が最も多く，多様な⼦どもたちを受け⼊れる体制が広まりつつあることが⽰唆さ
れる。 
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6) ３・４・５歳児の教育・保育で重視していること 

Table5.46 から Table5.51 は，3・4・5 歳児の教育・保育で重視していることに関する結
果である。特に時間を設けて⾏っている活動（Table5.46〜Table5.48），教育・保育⽅針に
おいて，育みたい資質・能⼒として重視していること（Table5.49，Table5.50，Table5.51）
について尋ねた。なお，これらの設問は，学年別クラスを編制している年齢の設問で「3 歳
児」「4 歳児」「5 歳児」を選択している，もしくは縦割り／異年齢混合クラスの年齢の設問
で，3 歳児，4 歳児，5 歳児を含む縦割り／異年齢混合クラスを選択した場合に表⽰された。 

通常の保育時間において特に時間を設けて⾏っている活動を尋ねた項⽬では，３・４・５
歳児のいずれにおいても「体操・運動」「歌・リズム・楽器」「⾷にかかわる体験（⾷育，⾷
物の栽培・収穫，調理体験など）」が上位を占めたが，その他にも過半数の園で特に時間を
設けて⾏っている活動が多くあり，各園において多様な活動が⾏われていることが⽰唆さ



148 

れた。また，「学習絵本・ドリル・ワークブックを使った学習」といった直接的な学習より
も，「⽂字や⾔葉に関する遊び（かるた，しりとりなど）」や「数量・図形に関する遊び（⻑
さ・重さ⽐べ，パズルなど）」といった形で，遊びを通して学びにつなげる活動に時間が割
かれていることも読み取れる。 

教育・保育⽅針において重視していることとして，「幼児期の終わりまでに育ってほしい
姿」を選択肢とし，年齢ごとに上位 3 つまで回答を求めた項⽬では，「健康な⼼と体」「豊か
な感性と表現」がどの年齢でも多く選ばれていた⼀⽅で，「⾃⽴⼼」は 3 歳児が最も⾼く，
4 歳児，5 歳児と低下するのに対して，「協同性」は年齢とともに⾼くなるなど，年齢ごとの
課題に応じた⽅針がとられていることが分かる。 
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7) 幼保⼩接続の意識・取り組み 

Table5.52 から Table5.80 は，幼保⼩接続の意識・取り組みに関する結果である。 

幼保⼩接続の意識と取り組みの主体 

Table5.52 は，連携ややりとりのある機関について尋ねた項⽬で，多くの園が様々な機関
や関係先と連携ややりとりをしていることがうかがえる。以降ではまず，その中でも幼保⼩
接続に関する園での取り組みや，幼保⼩接続の意識に関する設問の結果を紹介する。 

Table5.53 は幼保⼩接続における各観点を意識した実践の頻度（Table5.53），Table5.54 は
幼保⼩接続に関連する取り組みで中⼼的に関わっている主体（Table5.54）について，それ
ぞれ尋ねた。幼保⼩接続を意識した実践については，学校⽣活につながる⽣活習慣や⾃⽴性
の育成，⼩学校就学に対する安⼼感の醸成といった項⽬に対して，「かなりしている」「して
いる」「少ししている」とした回答が 90%超を占めており，各園が幼保⼩接続を意識した取
り組みを⾏っていることが⽰された。「⼩学校就学前に，学校の教科学習を予⾏練習的に体
験・経験させること」のみは，「まったくしていない」「していない」「あまりしていない」
の合計が 6 割を超えていたが，重視している教育・保育活動について尋ねた項⽬と同様，遊
びを通じた学びを重視し，直接的な学習活動を避ける傾向が，幼保⼩接続の取り組みにおい
ても反映されているものと考えられる。幼保⼩接続のための取り組みにおいて中⼼的に関
わっている主体としては，公⽴⼩学校（89.6%）が最も多く，以下，貴園（回答者⾃⾝の園）
（64.3%），市区町村の教育委員会（43.1%），他園（32.7%）と続いた。 
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就学先⼩学校 

次に，就学先⼩学校の数（Table5.55），⼩学校との隣接（Table5.56）について尋ねた項
⽬の結果である。就学先⼩学校の⼤まかな数について尋ねる項⽬は，⼊⼒ミスと思われる
「45659」という回答を除外して算出した結果を⽰している。この項⽬では，最⼤値である
「60」等，平均値や中央値から乖離した回答が複数確認されているが，Table5.55 作成にあ
たっては除外していない。⼩学校と同⼀敷地内または隣接している園は 13.0%あるが，これ
らの園において「地の利を活かした」幼保⼩接続の取り組みが⾏われているかなどを詳細に
検討する必要がある。 
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幼保⼩接続に関わる⻑期的計画 

Table5.57 から Table5.62 は，幼保⼩接続に関わる⻑期的な計画（カリキュラムや年間計
画など）について，とりわけ園と⼩学校との接続における【学びの連続性】と【⽣活の連続
性】に対する意識に関して尋ねた項⽬の結果である。なお，【学びの連続性】とは，園での
学びが⼩学校での学びにつながっていくことを指し，【⽣活の連続性】とは，園での⽣活が
⼩学校での学校⽣活につながっていくことを指すと質問紙内で教⽰した。 

学びの連続性への意識（Table5.57），学びの連続性を意識した⻑期的計画の作成⽅法
（Table5.58）と開始時期（Table5.59），⽣活の連続性への意識（Table5.60），⽣活の連続性
を意識した⻑期的計画の作成⽅法（Table5.61）と開始時期（Table5.62）について尋ねた。
ただし，⻑期的計画の作成⽅法，開始時期についての設問は，学びおよび⽣活の連続性への
意識の設問において「少し意識している」「意識している」「かなり意識している」のいずれ
かを回答した者にのみ表⽰された。 

学びの連続性，⽣活の連続性ともに，「少し意識している」「意識している」「かなり意識
している」との回答は 9 割程度に及んでおり，幼児教育・保育の⻑期的計画において学びや
⽣活の連続性に対する意識の⾼さがうかがわれる。それらの回答園のうち，学びの連続性，
⽣活の連続性を意識し始める時期としては，5 歳児（年⻑）クラスからとの回答が 4 割前後
と最も⾼かったが，3 歳児（年少）クラスからという回答も 2 割超あり，園によっては早期
から学びや⽣活の連続性を意識した計画が作成されていることが分かった。また，これらの
⻑期的な計画の作成⽅法としては，学びと⽣活の連続性のいずれも，園や運営主体が独⾃に
作成しているとの回答が最も多かった（5 割超）。それぞれの園の幼保⼩接続の意識のもと
で⻑期的な計画が作成されている現状がうかがえる⼀⽅で，幼児教育と⼩学校教育の相互
理解を深めたり，連携・協働を図ったりする取り組みが⼗分ではない可能性も⽰唆された。 

 



156 

 
 

 
 



157 

 
 

 
 



158 

 
 

 

園と⼩学校の情報共有・交流 

Table5.63 から Table5.66 は，園職員と⼩学校職員との情報共有や交流に関する結果であ
る。園職員と⼩学校職員の情報共有や交流の頻度（Table5.63），交流を担う職員の役職
（Table5.64），⼩学校職員の園訪問頻度と園職員の⼩学校訪問頻度（Table5.65），個別の⼦
どもに関する就学前後のやりとりの頻度（Table5.66）について尋ねた。なお，交流を担う
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職員の役職についての設問は，園職員と⼩学校職員の交流頻度を尋ねる設問で「していない」
と回答した者には表⽰されなかった。 

園職員と⼩学校職員の情報共有や交流について，「していない」とした園はごく少数だっ
たものの，頻度には園ごとにばらつきが⾒られ，「２〜３か⽉に 1 回程度」（23.1%），「半年
に 1 回程度」（32.3%），「年 1 回程度」（28.1%）と回答した園が多かった。誰が情報共有や
交流を⾏っているのかという問いについては，「5 歳児担任（5 歳児の保育に中⼼的に関わ
る⼈）」が 91.3％と最も多く，「園⻑，理事・運営」（73.4％），「⼩学校 1 年⽣担任」（61.5%），
「主幹，保育主任，保育リーダー」（60.3%）と続いた。交流の中でも，観察や授業／保育⾒
学を⽬的とした，⼩学校職員による園訪問，園職員による⼩学校訪問の頻度を尋ねた項⽬で
は，いずれも「年 1 回程度」とする回答が最も多く 4 割超を占めた。ただし，園職員による
⼩学校訪問は「訪れていない」が 18.5%と少なかったのに対して，⼩学校職員による園訪問
については「訪れていない」が 37.6%と多かった。これは，幼児教育施設（幼稚園・保育所・
認定こども園等）の数が⼩学校を⼤きく上回っていることに拠ると考えられるが，交流の実
態が園から⼩学校へという⼀⽅向的なアプローチに偏っていることを⽰唆する結果といえ
る。また，個別の⼦どもに関する情報共有についても，頻度にばらつきはあるものの，就学
前後を問わず⼀定程度⾏われていることがわかった。 
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幼保⼩接続を意識した研修等の活動 

Table5.67 から Table5.71 は，幼保⼩接続を意識した研修等の活動に関する結果である。
幼保⼩接続を意識した園内研修の実施頻度（Table5.67），幼保⼩接続を意識した園内研修へ
の参加者（Table5.68），幼保⼩接続を意識した園外研修等の形式（Table5.69），幼保⼩接続
を意識した園外研修等への参加頻度（Table5.70），幼保⼩接続を意識した園外研修等への参
加者（Table5.71）について尋ねた。なお，幼保⼩接続を意識した園内研修への参加者につ
いての設問は，幼保⼩接続を意識した園内研修の実施頻度の設問で「1」以上を回答した者
のみ表⽰され，幼保⼩接続を意識した園外研修等への参加頻度についての設問，参加者につ
いての設問は，園外研修等の形式の設問に「いずれも⾏っていない」と回答した者以外に表
⽰された。 

幼保⼩接続を意識した園内研修の実施回数は，年間 1 回程度という回答が最も多かった
が，標準偏差 1.7，範囲 0〜14 と，ばらつきが⼤きかった。園内研修への参加者については，
「5 歳児担任」（87.6%），「園⻑，理事・運営」（78.6%），「主幹，保育主任，保育リーダー」
（79.7%）が参加するとの回答が多く，約半数の園では「5 歳児以外の担任」（49.5%）も参
加していることが分かった。園の職員による幼保⼩接続を意識した園外での会議・研修，勉
強会への参加については，「接続に関する講演」（57.1%），「幼保⼩の先⽣のグループ協議」
（53.2%），「保育（授業）参観」（48.2%）に参加しているとの回答が多かった。幼保⼩の接
続・連携に中⼼的に携わる職員 1 ⼈当たりの，幼保⼩接続を意識した園外研修等への参加
回数としては，年間 2 回程度とする回答が最も多かったが，標準偏差 1.9，範囲 0〜24 と，
回答のばらつきが⼤きかった。園外の研修等への参加者としては，園内研修と同様「5 歳児
担任」（83.6%），「園⻑，理事・運営」（64.6%），「主幹，保育主任，保育リーダー」（58.3%）
が参加するケースが多かったが，園内研修と異なり，「5 歳児以外の担任」（22.1%）など他
の職員が参加する例は少なかった。なお，Table5.73 の設問では，WEB 版質問紙では表⽰
されていた「他園の職員」と「⼩学校の職員」という選択肢が，紙版質問紙に印字されなか
ったという瑕疵により，紙版質問紙の回答者においては当該の 2 つの選択肢について無回
答として扱っている。これらの結果を総合すると，幼保⼩接続を意識した園内研修の実施，
幼保⼩接続を意識した園外での研修等への参加の実態には⼤きなばらつきがあり，積極的
な取り組みをしている園とそうでない園との差は⼤きいものと考えられる。 
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幼保⼩接続に関する保護者への情報発信と⼦ども同⼠の交流 

Table5.72 から Table5.76 は，幼保⼩接続に関する保護者への情報発信や⼦ども同⼠の交
流に関する結果である。学びの連続性，⽣活の連続性それぞれに関する情報発信，幼保⼩接
続に関わる⾏事についての情報発信の頻度（Table5.72），⼩学校への就学に関する話を聞く
機会の有無（Table5.73），幼児と⼩学⽣の交流頻度（Table5.74），幼児と⼩学⽣の交流後の
振り返りの時間（Table5.75），他園の園児等との交流頻度（Table5.76）について尋ねた。
なお，幼児と⼩学⽣の交流後の振り返り時間に関する設問は，幼児と⼩学⽣の交流回数の設
問で「していない」と回答した者には表⽰されなかった。 

学びの連続性，⽣活の連続性，および，幼保⼩接続に関わる⾏事について，保護者に対す
る情報発信の頻度を尋ねた設問では，いずれも頻度として「年 1 回程度」「年 2 回程度」「年
4 回程度」に回答が集中していたが，「情報発信をしていない」という回答も⼀定程度みら
れ，園によって情報発信の頻度に⼤きな差があることが分かった。⼩学校の職員や⼩学⽣の
保護者を招いて，⼩学校への就学について，園児の保護者が話を聞く会を設けている園は
13.2％に留まった。幼児と⼩学⽣との交流については，「していない」「その他」を除く 76.9%
の園で，年 1 回以上の交流が図られていることが分かった。また，幼児と⼩学⽣の交流を
「していない」とした園を除く，何らかの交流を⾏っている園では，幼保⼩の職員による事
後の振り返りを⾏っているとの回答が 68.8％を占めた。他園の幼児との交流については，
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年 1 回以上の頻度で⾏っている園は約 5 割であり，⼩学⽣との交流と⽐較すると平均的に
はその機会は少なかった。ただ，園の数が多い都市部を中⼼に，同じ⼩学校に就学する知り
合いをつくるなどの⽬的で他園の園児との交流が⾏われている可能性があるため，地域や
⾃治体規模との関連についてさらに検討する必要があると考えられる。 
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8) 園で提供している習い事，英語教育 

Table5.77 から Table5.79 は，保育時間外に園で提供している習い事や，保育時間内外に
おける英語教育に関する結果である。習い事保育の種類（Table5.77），英語教育の頻度
（Table5.78）と英語教育の担当者（Table5.79）について尋ねた。保育時間外の習い事保育
については，「提供していない」園が 65.0%と過半数を占めた。園で提供されている習い事
としては，多い順に，「スポーツ（体操・バレエ・サッカーなど）」（29.1％），「英語」（20.9％），
「⾳楽（楽器・リトミックなど）」（13.1％）が⾏われていた。また，保育時間の内外や全園
児対象か否かを問わない，習い事保育以外の活動を含む英語教育の実施については，「⾏っ
ていない」とする園が 55.1%を占めたものの，次いで「1 週間に 1 回以上」（15.7%），「2−
3 週間に 1 回」（13.7%）とする回答が多く，英語教育を⾏っている園では，⽐較的⾼い頻
度で活動が実施されていることが分かった。英語教育を実施する⼈材としては，外部講師へ
の委託が 82.5％と⼤半を占めていた。 
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9) 園の運営管理のための ICT 利⽤状況 

Table5.80 から Table5.82 は，園の運営管理のための ICT 利⽤状況に関する結果である。
園で利⽤している ICT システム（Table5.80），保育者⽤ ICT 機器の整備（Table5.81，
Table5.82）について尋ねた。園の運営管理のために利⽤している ICT システムとしては，
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多い順に「保護者への情報共有システム（例：メール配信・動画配信・アンケート・各種申
し込み・集⾦）」（91.8%），「登降園・出⽋席管理システム」（77.5%），「保育記録システム
（例：活動記録・午睡記録・⾝体測定記録）」（55.6%）であり，ほとんどの園が何らかの ICT
システムを園の運営管理において活⽤していた。保育者⽤ ICT 機器（PC，タブレット等）
の整備状況に関して，常勤と⾮常勤に分けて尋ねた結果，常勤保育者では「1 ⼈ 1 台」
（32.2%），「2〜4 ⼈で 1 台」（53.6％）が合わせて 85.8%を占めている⼀⽅で，⾮常勤職員
では「1 ⼈ 1 台」「2〜4 ⼈で 1 台」の回答が計 33.3％に留まっており，「なし」も 47.7%に
達した。これら結果から，ICT システムの導⼊が進み，ICT 端末の整備については常勤保
育者を中⼼に進んでいる実態が明らかになった。 
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10) 園の環境・設備 

Table5.83 から Table.5.86 および Figure5.85 は，園の環境・設備に関する集計結果であ
る。園の環境・設備に対する認識（Table5.83），利⽤する屋外スペース（Table5.84），園庭
の広さ（Table5.85，Figure5.85），施設外スペースの利⽤頻度（Table5.86）について尋ねた。
園の環境・設備に対する認識を尋ねた項⽬では，全体としてポジティブに評価する回答が多
く，園の環境や設備について，概して適切に整備されており満⾜いくものとして認識してい
る回答者が多いことが分かった。ただ，「保育室（教室）の広さが適切で，家具等で⼿ぜま
になっていない」の項⽬のみ，「ややそう思う」「とてもそう思う」を合わせた回答が 60.0%
に留まっていた。また，体を動かして遊べる屋外スペースとしては，近隣の公園など施設外
のスペースよりも園庭を利⽤しているとする回答が 87.5％と多かった。園庭の⾯積は平均
899.9 ㎡であったが，標準偏差 771.5，範囲 0〜4,000 とばらつきが⾮常に⼤きく，ごく狭い
園庭しか持たない園，園庭を持たない園も多くあった。なお，この項⽬では 5000 ㎡以上の
回答は外れ値として集計から除外した。近隣の公園など，施設外の屋外スペースの使⽤頻度
も園によって⼤きく異なっていた。園環境については，屋内スペースや園庭の⼿狭さが問題
になっているケースが多いと考えられ，園の周辺環境と合わせ，⼦どもたちが屋内外でのび
のびと活動できるスペースが確保されているかどうかが，幼児教育・保育の質にどのような
影響を及ぼすかについてさらに検討する必要があると考えられる。 
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11) 園内外での研修 

Table5.87 と Table5.88 は，幼保⼩接続に関連するものに限定しない，園内外におけるあ
らゆる種類の研修に関する結果である。過去 3 年間に園内研修で扱ったテーマ（Table5.87）
と園外研修への⽀援（Table5.88）について尋ねた。園内研修で扱ったテーマとしては，多
い順に「健康衛⽣，安全管理（例：防災，アレルギー対応，救命救急，ヒヤリハット）」（72.7%），
「主体的な遊びへの援助・環境構成」(59.3%)，「特別な⽀援を要する⼦どもの保育（例：障
がい，外国にルーツのある⼦ども，気になる⼦どもの保育）」（50.1%）となり，これらにつ
いては過半数の園で過去 3 年間に取り上げられていることが分かった。また，ICT システ
ムや端末の導⼊が進む⼀⽅で，ICT 活⽤に関する研修はあまり実施されていない（22.4%）
こともうかがえる。園外研修へ参加する職員への⽀援について尋ねた項⽬では，「通常の就
業時間内に研修等に参加するため，保育時間を免除する」（85.0%），「研修等に関する経費
を園等が負担する（交通費含む。⽴替払いをしたあとに⽀払う場合を含む）」（79.9%），「園
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でオンライン研修を受講できるよう環境整備を⾏う」（78.5%）といった⽀援を⾏っている
園が多くあった⼀⽅で，園外研修への参加に⾦品や昇進，昇給といったインセンティブを設
けている園は少なかった。園内研修をしていない（2.0%），園外研修への⽀援を⾏っていな
い（1.2%）と回答した園はごくわずかであり，ほぼすべての園が，何らかの形で職員の専
⾨性向上につながる機会の創出に取り組んでいることが分かった。 
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（橘孝昌・佐藤賢輔） 
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5-2. 園⻑等調査 質問項⽬⼀覧 

番号 表番号 質問項⽬ 

あなた（本調査にご回答いただく先⽣）についてお尋ねします。 

Q1 Table 5.1 あなたの役職をお選びください。 
※兼任の場合は当てはまるものを全て選択してください。 

Q2 Table 5.2 あなたの勤務形態をお選びください。 

Q3 Table 5.3 貴園での勤続年数を記⼊してください。 
※園⻑以外の経験年数も含みます／年⽬ 

※休業期間（産休・育休など）は除外し，累積年数でお知らせください。 

Q4 同上 現在の役職年数を記⼊してください。 
※他園での経験年数も含みます／年⽬ 

※休業期間（産休・育休など）は除外し，累積年数でお知らせください。 

Q5 Table 5.10 ご⾃⾝が保有されている免許や資格を【全て】お選びください。 

Q6 Table 5.11 他園での勤務年数も含めて，保育教諭，保育⼠または幼稚園教諭としての経験
年数を記⼊してください。／年⽬ 
※休業期間（産休・育休など）は除外し，累積年数でお知らせください。 

Q7 Table 5.13 あなたの最終学歴をお知らせください。 

Q8 Table 5.4 あなたの性別をお知らせください。 

Q9 Table 5.5 あなたの年齢をお知らせください。 

あなたについてお尋ねします。以下の項⽬それぞれについて当てはまるものをお選びください。 

Q10 Table 5.12 あなたは現在の役職に就かれる以前に，幼児教育や保育の経験あるいは学校教
育の経験をお持ちですか。現在の役職に就任する以前の主たる経歴について当
てはまるものを【全て】お選びください。 

Q11 Table 5.14 あなたは現在在籍している⼦どもたちのことや，職員が⾏っている保育や幼児
教育について⼗分に理解していますか。 

Q12 同上 あなたは園の経営や運営だけでなく，保育や幼児教育の現場においてリーダー
シップを発揮していますか。 

Q13 Table 5.15 あなたは，過去 12 か⽉（2023（令和 5）年 12 ⽉ 1 ⽇〜2024（令和 6）年 11
⽉ 30 ⽇）の間に，何回くらい，専⾨性の向上のための活動（研修等）に参加し
ましたか。おおよその回数をお答えください。 

Q14 Table 5.16 あなたが過去 12 か⽉（2023 年 12 ⽉ 1 ⽇〜2024 年 11 ⽉ 30 ⽇）の間に参加
した専⾨性向上のための活動（研修等）に含まれていた内容として，当てはま
るものを【全て】お選びください。 
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Q15 Table 5.6 貴園についてお尋ねします。 
2024 年 12 ⽉ 1 ⽇現在，貴園の在籍児数（０歳児〜５歳児）は何⼈ですか。 
数字を記⼊してください。 
※正確な⼈数が分からない場合は，⼤まかな推定に基づいて記⼊してください。 

貴園の園種や設置形態について教えてください。 

Q16 Table 5.7 園の種別について，当てはまるものをお選びください。 

Q17 Table 5.8 前問の項⽬で「認定こども園」を選択した⽅にお尋ねします。認定こども園の
類型について，当てはまるものをお選びください。 

Q18 Table 5.9 園の設置・運営主体として，当てはまるものをお選びください。 
※⺠営には，企業，学校法⼈，社会福祉法⼈，公私連携などによる運営を含みます。 

貴園で現在勤務している保育者について，お尋ねします。 
保育者とは，教諭・保育⼠・保育教諭など，園で⼦どもの幼児教育・保育に直接関わる⽅を指します。
資格の有無や常勤か⾮常勤か，園での直接雇⽤か派遣かは問いません。貴園の全年齢の⼦どもの幼児教
育・保育に関わる保育者についてお答え下さい。 

Q19 Table 5.17 以下の項⽬それぞれに数字を⼊⼒してください。 
いない場合は「0」⼈と記⼊してください。 
※正確な⼈数が分からない場合は，おおまかな推定に基づいて記⼊してください。 

※回答が難しい場合は，空欄のまま『次へ』を押してください。より適切な調査結果を得

るため，なるべくご回答いただきますよう何卒お願いいたします。 

(1) 同上 担任を持つ保育者の⼈数（主任・主幹・副園⻑を含む）／⼈ 
※副担任は含めない 

(2) 同上 
 

担任を持つ保育者のうち，常勤の⼈数（有期・無期問わない）／⼈ 

※副担任は含めない 

(3) 同上 担任を持たない保育者の⼈数（主任・主幹・副園⻑を含む）／⼈ 

※副担任を含む 

(4) 同上 担任を持たない保育者のうち，常勤の⼈数（有期・無期問わない）／⼈ 

※副担任を含む 

Q20 Table 5.18 貴園では，保育者が無理なく余裕をもって保育にのぞむのに⼗分な職員数が確
保されていますか。 

Q21 Table 5.19 過去 12 か⽉の間（2023（令和 5）年 12 ⽉ 1 ⽇〜2024（令和 6）年 11 ⽉ 30 ⽇）
に，貴園で働き始めたり園を離れたりした保育者数についてお尋ねします。 
以下の項⽬それぞれに数字を記⼊してください。 
いない場合は「０」⼈と記⼊してください。 
※正確な⼈数が分からない場合は，おおまかな推定に基づいて記⼊してください。 

※回答が難しい場合は，空欄のまま『次へ』を押してください。より適切な調査結果を得 
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  るため，なるべくご回答いただきますよう何卒お願いいたします。 

(1) 同上 過去 12 か⽉の間に，貴園で勤務を始めた保育者の⼈数／⼈ 

(2) 同上 過去 12 か⽉の間に，⼀時的に貴園で勤務しなかった保育者の⼈数（例：⻑期
休暇・休業，⻑期研究休暇，産前産後休業，育児休業，介護休業）／⼈ 

(3) 同上 過去 12 か⽉の間）に，貴園を退職した保育者の⼈数／⼈ 

Q22 Table 5.20 過去３年間（2021（令和 3）年 12 ⽉ 1 ⽇〜2024（令和 6）年 11 ⽉ 30 ⽇）に，
以下の理由で休職・退職された保育者数についてお尋ねします。 
以下の項⽬それぞれに数字を記⼊してください。いない場合は「０」⼈と記⼊
してください。 
※正確な⼈数が分からない場合は，おおまかな推定に基づいて記⼊してください。 

※回答が難しい場合は，空欄のまま『次へ』を押してください。より適切な調査結果を得

るため，なるべくご回答いただきますよう何卒お願いいたします。 

(1) 同上 過去 3 年間に，⾝体疾患や体調不良で休職・退職した保育者の⼈数（妊娠・出
産に伴う疾患や体調不良は除く）／⼈ 

(2) 同上 過去 3 年間に，メンタルヘルスの問題で休職・退職した保育者の⼈数／⼈ 

Q23 Table 5.21 貴園では，保育者が産前産後休業，育児休業，介護休業等の⼀時的な休暇を取
得する場合，どの程度，代替職員を配置していますか。最も当てはまるものを
⼀つお選びください。 
※常勤か⾮常勤か，園での直接雇⽤か派遣かは問いません。 

※貴園の全年齢の⼦どもの保育に関わる保育者についてお答え下さい。 

貴園における 3 歳・4 歳・5 歳児のクラス編制と，園児と保育者の⼈数についてお尋ねします。 

Q24 Table 5.24 3・4・5 歳児のクラス編制は学年別ですか，縦割り／異年齢混合クラスですか。 
※年度途中に３歳になった⼦どもを受け⼊れている幼稚園等で「満３歳児クラス（学年

度としては 2 歳児）」を設置している場合は，後でお尋ねする乳児保育（3 歳未満児）の

クラス編制で「学年別クラスを 2 歳児クラスで編制している」としてお答えください。 

Q25 Table 5.25 学年別クラスを編制している年齢を【全て】お選びください。 
※年度途中に３歳になった⼦どもを受け⼊れている幼稚園等で「満３歳児クラス（学年

度としては 2 歳児）」を設置している場合は，後でお尋ねする乳児保育（3 歳未満児）の

クラス編制で「学年別クラスを 2 歳児クラスで編制している」としてお答えください。 

Q26 Table 5.26 縦割り／異年齢混合クラスはどの年齢で編制されていますか。当てはまるもの
を【全て】お選びください。 

Q27 Table 5.27 5 歳児クラスまたは 3 歳未満児・5 歳児の縦割り／異年齢混合クラスについて
お尋ねします。 
1 クラスあたりの園児の実員数，クラス数，担当の保育者数等について，数字 
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  を記⼊してください。該当者がいない場合は，「０」⼈と記⼊してください。 
※実員数は，クラス編制上の年齢でご回答ください。 

※保育者とは，教諭・保育⼠・保育教諭など，園で⼦どもの幼児教育・保育に直接関わる

⽅を指します。資格の有無や常勤か⾮常勤か，園での直接雇⽤か派遣かは問いません。 

※正確な⼈数が分からない場合は，おおまかな推定に基づいて記⼊してください。 

※回答が難しい場合は，空欄のまま『次へ』を押してください。より適切な調査結果を得

るため，なるべくご回答いただきますよう何卒お願いいたします。 

(1) 同上 5 歳児が含まれる１クラスあたりの実員数（1 号認定・2 号認定の別を問わな
い）／⼈ 

(2) 同上 5 歳児が含まれるクラス数／クラス 

(3) 同上 5 歳児が含まれる 1 クラスあたりの担当保育者の⼈数／⼈ 

(4) 同上 5 歳児が含まれるクラスの加配保育者の⼈数（複数クラスある場合は全クラス
で）／⼈ 

Q28 Table 5.28 4 歳児クラスまたは 3 歳未満児・4 歳児の縦割り／異年齢混合クラスについて
お尋ねします。 
1 クラスあたりの園児の実員数，クラス数，担当の保育者数等について，数字
を記⼊してください。該当者がいない場合は，「０」⼈と記⼊してください。 
※実員数は，クラス編制上の年齢でご回答ください。 

※保育者とは，教諭・保育⼠・保育教諭など，園で⼦どもの幼児教育・保育に直接関わる

⽅を指します。資格の有無や常勤か⾮常勤か，園での直接雇⽤か派遣かは問いません。 

※正確な⼈数が分からない場合は，おおまかな推定に基づいて記⼊してください。 

※回答が難しい場合は，空欄のまま『次へ』を押してください。より適切な調査結果を得

るため，なるべくご回答いただきますよう何卒お願いいたします。 

(1) 同上 4 歳児が含まれる１クラスあたりの実員数（1 号認定・2 号認定の別を問わな
い）／⼈ 

(2) 同上 4 歳児が含まれるクラス数／クラス 

(3) 同上 4 歳児が含まれる 1 クラスあたりの担当保育者の⼈数／⼈ 

(4) 同上 4 歳児が含まれるクラスの加配保育者の⼈数（複数クラスある場合は全クラス
で）／⼈ 

Q29 Table 5.29 3 歳児クラスまたは 3 歳未満児・3 歳児の縦割り／異年齢混合クラスについて
お尋ねします。 
1 クラスあたりの園児の実員数，クラス数，担当の保育者数等について，数字
を記⼊してください。該当者がいない場合は，「０」⼈と記⼊してください。 
※実員数は，クラス編制上の年齢でご回答ください。 

※保育者とは，教諭・保育⼠・保育教諭など，園で⼦どもの幼児教育・保育に直接関わる 
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  ⽅を指します。資格の有無や常勤か⾮常勤か，園での直接雇⽤か派遣かは問いません。 

※正確な⼈数が分からない場合は，おおまかな推定に基づいて記⼊してください。 

※年度途中に３歳になった⼦どもを受け⼊れている幼稚園等で「満３歳児クラス（学年

度としては 2 歳児）」を設置している場合は，後でお尋ねする乳児保育（3 歳未満児）の

クラス編制で「学年別クラスを 2 歳児クラスで編制している」としてお答えください。 

※回答が難しい場合は，空欄のまま『次へ』を押してください。より適切な調査結果を得

るため，なるべくご回答いただきますよう何卒お願いいたします。 

(1) 同上 3 歳児が含まれる１クラスあたりの実員数（1 号認定・2 号認定の別を問わな
い）／⼈ 

(2) 同上 3 歳児が含まれるクラス数／クラス 

(3) 同上 3 歳児が含まれる 1 クラスあたりの担当保育者の⼈数／⼈ 

(4) 同上 3 歳児が含まれるクラスの加配保育者の⼈数（複数クラスある場合は全クラス
で）／⼈ 

Q30 Table 5.30 3・4・5 歳児が含まれる縦割り／異年齢混合クラスについてお尋ねします。 
1 クラスあたりの園児の実員数，クラス数，担当の保育者数等について，数字
を記⼊してください。該当者がいない場合は，「０」⼈と記⼊してください。 
※実員数は，クラス編制上の年齢でご回答ください。 

※保育者とは，教諭・保育⼠・保育教諭など，園で⼦どもの幼児教育・保育に直接関わる

⽅を指します。資格の有無や常勤か⾮常勤か，園での直接雇⽤か派遣かは問いません。 

※正確な⼈数が分からない場合は，おおまかな推定に基づいて記⼊してください。 

※回答が難しい場合は，空欄のまま『次へ』を押してください。より適切な調査結果を得

るため，なるべくご回答いただきますよう何卒お願いいたします。 

(1) 同上 3・4・5 歳児が含まれる１クラスのあたりの実員数（1 号認定・2 号認定の別を
問わない）／⼈ 

(2) 同上 3・4・5 歳児が含まれるクラス数／クラス 

(3) 同上 3・4・5 歳児が含まれる 1 クラスあたりの担当保育者の⼈数／⼈ 

(4) 同上 3・4・5 歳児が含まれるクラスの加配保育者の⼈数（複数クラスある場合は全
クラスで）／⼈ 

Q31 Table 5.31 3・4 歳児が含まれる縦割り／異年齢混合クラスについてお尋ねします。 
1 クラスあたりの園児の実員数，クラス数，担当の保育者数等について，数字
を記⼊してください。該当者がいない場合は，「０」⼈と記⼊してください。 
※実員数は，クラス編制上の年齢でご回答ください。 

※保育者とは，教諭・保育⼠・保育教諭など，園で⼦どもの幼児教育・保育に直接関わる

⽅を指します。資格の有無や常勤か⾮常勤か，園での直接雇⽤か派遣かは問いません。 

※正確な⼈数が分からない場合は，おおまかな推定に基づいて記⼊してください。 
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  ※回答が難しい場合は，空欄のまま『次へ』を押してください。より適切な調査結果を得

るため，なるべくご回答いただきますよう何卒お願いいたします。 

(1) 同上 3・4 歳児が含まれる１クラスのあたりの実員数（1 号認定・2 号認定の別を問
わない）／⼈ 

(2) 同上 3・4 歳児が含まれるクラス数／クラス 

(3) 同上 3・4 歳児が含まれる 1 クラスあたりの担当保育者の⼈数／⼈ 

(4) 同上 3・4 歳児が含まれるクラスの加配保育者の⼈数（複数クラスある場合は全クラ
スで）／⼈ 

Q32 Table 5.32 4・5 歳児が含まれる縦割り／異年齢混合クラスについてお尋ねします。 
1 クラスあたりの園児の実員数，クラス数，担当の保育者数等について，数字
を記⼊してください。該当者がいない場合は，「０」⼈と記⼊してください。 
※実員数は，クラス編制上の年齢でご回答ください。 

※保育者とは，教諭・保育⼠・保育教諭など，園で⼦どもの幼児教育・保育に直接関わる

⽅を指します。資格の有無や常勤か⾮常勤か，園での直接雇⽤か派遣かは問いません。 

※正確な⼈数が分からない場合は，おおまかな推定に基づいて記⼊してください。 

※回答が難しい場合は，空欄のまま『次へ』を押してください。より適切な調査結果を得

るため，なるべくご回答いただきますよう何卒お願いいたします。 

(1) 同上 4・5 歳児が含まれる１クラスのあたりの実員数（1 号認定・2 号認定の別を問
わない）／⼈ 

(2) 同上 4・5 歳児が含まれるクラス数／クラス 

(3) 同上 4・5 歳児が含まれる 1 クラスあたりの担当保育者の⼈数／⼈ 

(4) 同上 4・5 歳児が含まれるクラスの加配保育者の⼈数（複数クラスある場合は全クラ
スで）／⼈ 

Q33 Table 5.33 3・5 歳児が含まれる縦割り／異年齢混合クラスについてお尋ねします。 
1 クラスあたりの園児の実員数，クラス数，担当の保育者数等について，数字
を記⼊してください。該当者がいない場合は，「０」⼈と記⼊してください。 
※実員数は，クラス編制上の年齢でご回答ください。 

※保育者とは，教諭・保育⼠・保育教諭など，園で⼦どもの幼児教育・保育に直接関わる

⽅を指します。資格の有無や常勤か⾮常勤か，園での直接雇⽤か派遣かは問いません。 

※正確な⼈数が分からない場合は，おおまかな推定に基づいて記⼊してください。 

※回答が難しい場合は，空欄のまま『次へ』を押してください。より適切な調査結果を得

るため，なるべくご回答いただきますよう何卒お願いいたします。 

(1) 同上 3・5 歳児が含まれる１クラスのあたりの実員数（1 号認定・2 号認定の別を問
わない）／⼈ 

(2) 同上 3・5 歳児が含まれるクラス数／クラス 
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(3) 同上 3・5 歳児が含まれる 1 クラスあたりの担当保育者の⼈数／⼈ 

(4) 同上 3・5 歳児が含まれるクラスの加配保育者の⼈数（複数クラスある場合は全クラ
スで）／⼈ 

貴園における乳児保育（3 歳未満児保育）のクラス編制と，園児と保育者の⼈数についてお尋ねします。 

Q34 Table 5.34 乳児保育(3 歳未満児保育）のクラス編制は学年別ですか，縦割り／異年齢混合
クラスですか。 
※年度途中に３歳になった⼦どもを受け⼊れている幼稚園等で「満３歳児クラス（学年

度としては 2 歳児）」を設置している場合は，「学年別クラス」を 2 歳児クラスで編制し

ているとしてお答えください。 

Q35 Table 5.35 乳児保育で学年別クラスを編制している年齢を【全て】お選びください。 
※年度途中に３歳になった⼦どもを受け⼊れている幼稚園等で「満３歳児クラス（学年

度としては 2 歳児）」を設置している場合は，学年別クラスを「2 歳児クラス」で編制し

ているとしてお答えください。 

Q36 Table 5.36 縦割り／異年齢混合クラスはどの年齢で編制されていますか。当てはまるもの
を【全て】お選びください。 

Q37 Table 5.37 2 歳児クラスまたは 2 歳児・3 歳以上児縦割り/混合クラスについてお尋ねしま
す。 
1 クラスあたりの園児の実員数，クラス数，担当の保育者数等について，数字
を記⼊してください。該当者がいない場合は，「０」⼈と記⼊してください。 
※実員数は，クラス編制上の年齢でご回答ください。 

※保育者とは，教諭・保育⼠・保育教諭など，園で⼦どもの幼児教育・保育に直接関わる

⽅を指します。資格の有無や常勤か⾮常勤か，園での直接雇⽤か派遣かは問いません。 

※正確な⼈数が分からない場合は，おおまかな推定に基づいて記⼊してください。 

※年度途中に３歳になった⼦どもを受け⼊れている幼稚園等で「満３歳児クラス（学年

度としては 2 歳児）」を設置している場合は，この「2 歳児クラス」としてお答えくださ

い。 

※回答が難しい場合は，空欄のまま『次へ』を押してください。より適切な調査結果を得

るため，なるべくご回答いただきますよう何卒お願いいたします。 

(1) 同上 2 歳児が含まれる 1 クラスあたりの実員数／⼈ 

(2) 同上 2 歳児が含まれるクラス数／クラス 

(3) 同上 2 歳児が含まれる 1 クラスあたりの担当保育者の⼈数／⼈ 

(4) 同上 2 歳児が含まれるクラスの加配保育者の⼈数（複数クラスある場合は全クラス
で）／⼈ 

Q38 Table 5.38 1 歳児クラスまたは 1 歳児・3 歳以上児縦割り/混合クラスについてお尋ねしま 
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  す。 
1 クラスあたりの園児の実員数，クラス数，担当の保育者数等について，数字
を記⼊してください。該当者がいない場合は，「０」⼈と記⼊してください。 
※実員数は，クラス編制上の年齢でご回答ください。 

※保育者とは，教諭・保育⼠・保育教諭など，園で⼦どもの幼児教育・保育に直接関わる

⽅を指します。資格の有無や常勤か⾮常勤か，園での直接雇⽤か派遣かは問いません。 

※正確な⼈数が分からない場合は，おおまかな推定に基づいて記⼊してください。 

※回答が難しい場合は，空欄のまま『次へ』を押してください。より適切な調査結果を得

るため，なるべくご回答いただきますよう何卒お願いいたします。 

(1) 同上 1 歳児が含まれる１クラスあたりの実員数／⼈ 

(2) 同上 1 歳児が含まれるクラス数／クラス 

(3) 同上 1 歳児が含まれる 1 クラスあたりの担当保育者の⼈数／⼈ 

(4) 同上 1 歳児が含まれるクラスの加配保育者の⼈数（複数クラスある場合は全クラス
で）／⼈ 

Q39 Table 5.39 0 歳児クラスまたは 0 歳児・3 歳以上児縦割り/混合クラスについてお尋ねしま
す。 
1 クラスあたりの園児の実員数，クラス数，担当の保育者数等について，数字
を記⼊してください。該当者がいない場合は，「０」⼈と記⼊してください。 
※実員数は，クラス編制上の年齢でご回答ください。 

※保育者とは，教諭・保育⼠・保育教諭など，園で⼦どもの幼児教育・保育に直接関わる

⽅を指します。資格の有無や常勤か⾮常勤か，園での直接雇⽤か派遣かは問いません。 

※正確な⼈数が分からない場合は，おおまかな推定に基づいて記⼊してください。 

※回答が難しい場合は，空欄のまま『次へ』を押してください。より適切な調査結果を得

るため，なるべくご回答いただきますよう何卒お願いいたします。 

(1) 同上 0 歳児が含まれる１クラスあたりの実員数／⼈ 

(2) 同上 0 歳児が含まれるクラス数／クラス 

(3) 同上 0 歳児が含まれる 1 クラスあたりの担当保育者の⼈数／⼈ 

(4) 同上 0 歳児が含まれるクラスの加配保育者の⼈数（複数クラスある場合は全クラス
で）／⼈ 

Q40 Table 5.40 0・1・2 歳児が含まれる縦割り／異年齢混合クラスについてお尋ねします。 
1 クラスあたりの園児の実員数，クラス数，担当の保育者数等について，数字
を記⼊してください。該当者がいない場合は，「０」⼈と記⼊してください。 
※実員数は，クラス編制上の年齢でご回答ください。 

※保育者とは，教諭・保育⼠・保育教諭など，園で⼦どもの幼児教育・保育に直接関わる

⽅を指します。資格の有無や常勤か⾮常勤か，園での直接雇⽤か派遣かは問いません。 
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  ※正確な⼈数が分からない場合は，おおまかな推定に基づいて記⼊してください。 

※回答が難しい場合は，空欄のまま『次へ』を押してください。より適切な調査結果を得

るため，なるべくご回答いただきますよう何卒お願いいたします。 

(1) 同上 0・1・2 歳児が含まれる 1 クラスのあたりの実員数／⼈ 

(2) 同上 0・1・2 歳児が含まれるクラス数／クラス 

(3) 同上 0・1・2 歳児が含まれる 1 クラスあたりの担当保育者の⼈数／⼈ 

(4) 同上 0・1・2 歳児が含まれるクラスの加配保育者の⼈数（複数クラスある場合は全
クラスで）／⼈ 

Q41 Table 5.41 0・1 歳児が含まれる縦割り／異年齢混合クラスについてお尋ねします。 
1 クラスあたりの園児の実員数，クラス数，担当の保育者数等について，数字
を記⼊してください。該当者がいない場合は，「０」⼈と記⼊してください。 
※実員数は，クラス編制上の年齢でご回答ください。 

※保育者とは，教諭・保育⼠・保育教諭など，園で⼦どもの幼児教育・保育に直接関わる

⽅を指します。資格の有無や常勤か⾮常勤か，園での直接雇⽤か派遣かは問いません。 

※正確な⼈数が分からない場合は，おおまかな推定に基づいて記⼊してください。 

※回答が難しい場合は，空欄のまま『次へ』を押してください。より適切な調査結果を得

るため，なるべくご回答いただきますよう何卒お願いいたします。 

(1) 同上 0・1 歳児が含まれる 1 クラスのあたりの実員数／⼈ 

(2) 同上 0・1 歳児が含まれるクラス数／クラス 

(3) 同上 0・1 歳児が含まれる 1 クラスあたりの担当保育者の⼈数／⼈ 

(4) 同上 0・1 歳児が含まれるクラスの加配保育者の⼈数（複数クラスある場合は全クラ
スで）／⼈ 

Q42 Table 5.42 1・2 歳児が含まれる縦割り／異年齢混合クラスについてお尋ねします。 
1 クラスあたりの園児の実員数，クラス数，担当の保育者数等について，数字
を記⼊してください。該当者がいない場合は，「０」⼈と記⼊してください。 
※実員数は，クラス編制上の年齢でご回答ください。 

※保育者とは，教諭・保育⼠・保育教諭など，園で⼦どもの幼児教育・保育に直接関わる

⽅を指します。資格の有無や常勤か⾮常勤か，園での直接雇⽤か派遣かは問いません。 

※正確な⼈数が分からない場合は，おおまかな推定に基づいて記⼊してください。 

※回答が難しい場合は，空欄のまま『次へ』を押してください。より適切な調査結果を得

るため，なるべくご回答いただきますよう何卒お願いいたします。 

(1) 同上 1・2 歳児が含まれる 1 クラスのあたりの実員数／⼈ 

(2) 同上 1・2 歳児が含まれるクラス数／クラス 

(3) 同上 1・2 歳児が含まれる 1 クラスあたりの担当保育者の⼈数／⼈ 
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(4) 同上 1・2 歳児が含まれるクラスの加配保育者の⼈数（複数クラスある場合は全クラ
スで）／⼈ 

貴園の保育者の幼児教育・保育経験について，お尋ねします。 

Q43 Table 5.22 乳幼児期の教育・保育の経験年数ごとに，保育者数（⼈数）を記⼊してくださ
い。いない場合は「0」⼈と記⼊してください。 
※加配保育者や臨時職員も含んだ⼈数をお答えください。経験年数は，他園での勤務経

験も含む乳幼児期の教育・保育経験年数の合計としてお答えください。 

※正確な⼈数が分からない場合は，おおまかな推定に基づいて記⼊してください。 

※回答が難しい場合は，空欄のまま『次へ』を押してください。より適切な調査結果を得

るため，なるべくご回答いただきますよう何卒お願いいたします。 

(1) 同上 経験年数 1 年未満の保育者数／⼈ 

(2) 同上 経験年数 1 年以上 3 年未満の保育者数／⼈ 

(3) 同上 経験年数 3 年以上 10 年未満の保育者数／⼈ 

(4) 同上 経験年数 10 年以上 20 年未満の保育者数／⼈ 

(5) 同上 経験年数 20 年以上の保育者数／⼈ 

Q44 Table 5.23 以下の項⽬の資格や免許を有している保育者数（⼈数）を記⼊してください。
いない場合は「0」⼈と記⼊してください。 
※正確な⼈数が分からない場合は，おおまかな推定に基づいて記⼊してください。適切

な調査結果を得るため，なるべくご回答いただけますよう何卒お願いいたします。 

(1) 同上 幼稚園教諭免許を取得している保育者数／⼈ 

(2) 同上 保育⼠資格を取得している保育者数／⼈ 

(3) 同上 ⼩学校教諭免許を取得している保育者数／⼈ 

貴園におけるインクルージョンや多様性の尊重への取り組みについてお尋ねします。 

Q45 Table 5.43 貴園における，以下の「特別な配慮が必要な⼦ども」に該当する⼦どもの推定
⼈数を記⼊してください。 
「特別な配慮が必要な⼦ども」とは，障がい，疾病，発達と⾏動⾯の問題，社
会経済的困難，⺟語が園で⽤いる⾔語と異なる⼦ども，性の⾃認などで，個別
的な配慮を要する⼦どものことをいいます。 
※⼦どもが複数の特性を持つ場合は，重複してカウントしてください。 

※貴園に在籍する 0〜5 歳児についてご回答ください。 

※いない場合は「0」⼈と記⼊してください。 

※これは，⼦どもたちの背景に関するあなたの個⼈的な⾒解について尋ねるものです。

おおまかな推定に基づく回答で結構です。 

※回答が難しい場合は，空欄のまま『次へ』を押してください。より適切な調査結果を得 
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  るため，なるべくご回答いただきますよう何卒お願いいたします。 

(1) 同上 特別な配慮が必要な⼦ども全体の⼈数／⼈ 

(2) 同上 そのうち，医療的ケアを要する⼦どもの⼈数／⼈ 

(3) 同上 そのうち，精神／⾝体／発達障がいの診断がある⼦どもの⼈数／⼈ 

(4) 同上 そのうち，診断はないが，発達と⾏動⾯で気になる⼦どもの⼈数（診断待ちを
含む）／⼈ 

(5) 同上 そのうち，⺟語が園で⽤いる⾔語と異なる⼦どもの⼈数／⼈ 

(6) 同上 そのうち，社会経済的に困難な家庭環境にある⼦どもの⼈数／⼈ 

Q46 Table 5.44 貴園には，医療的ケアを⾏う看護師・保健師・助産師・准看護師，または喀痰
吸引等を⾏うことができる保育⼠もしくは保育教諭の配置等，医療的ケア児を
受け⼊れる体制および，医療的ケア児の受⼊枠がありますか。もっとも当ては
まるものを⼀つお選びください。 

Q47 Table 5.45 インクルージョンや多様性の尊重に関する貴園での取り組みについてお尋ね
します。以下の項⽬それぞれについて，どの程度当てはまるかをお選びくださ
い。 

(1) 同上 障がい，疾病，発達と⾏動⾯の問題，社会経済的困難，⾔語，性別などに関わ
らず，それぞれの⼦どもの個別のニーズを把握し，それに基づきケアと教育を
提供できるような取り組みをしている。 

(2) 同上 障がい，疾病，発達と⾏動⾯の問題，社会経済的困難，⾔語，性別などに関わ
らず，⼦どもたちが遊びや⽣活を共有できるような取り組みをしている。 

(3) 同上 ⽂化的多様性，宗教，家庭の多様性，性の多様性，病気や障がいの有無など様々
な背景や特性の多様性の理解を育む教育や活動を⾏っている。（例：異⽂化体
験，交流会，関連する絵本の読み聞かせ，⽇々のかかわりの中で意識している） 

貴園の，3・4・5 歳児の教育・保育についてお尋ねします。 
Q48  貴園の，通常の保育時間（教育／保育標準時間）において，特に時間を設けて

⾏っている活動はありますか。３・４・５歳児それぞれについて，当てはまる
ものを【全て】お選びください。 

(1) Table 5.46 3 歳児 

(2) Table 5.47 4 歳児 

(3) Table 5.48 5 歳児 

Q49  次の 10 のうち，貴園の教育・保育⽅針および実践において，特に重視している
ことはなんですか。３・４・５歳児それぞれについて，【上位 3 つまで】お選び
ください。 

(1) Table 5.49 3 歳児 
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(2) Table 5.50 4 歳児 

(3) Table 5.51 5 歳児 

Q50 Table 5.77 貴園では【保育時間外に】習い事保育を提供していますか。以下の項⽬それぞ
れについて，当てはまるものを【全て】お選びください。 

貴園での英語教育についてお尋ねします。 
保育時間内外を問わず，全園児対象か否かを問わず，貴園で提供している英語教育についてお答えくだ
さい。 
Q51 Table 5.78 英語教育の活動有無や頻度について当てはまるものをお選びください。 

Q52 Table 5.79 貴園での英語教育について当てはまるものをお選びください。 
※外部講師には，⼩中学校教員（ALT など）やオンライン講師も含みます 

貴園での ICT の利⽤状況についてお尋ねします。 
※ICT とは，PC，タブレット，スマートフォン，それらを介したソフトウェアやアプリケーションなどを使⽤し，情

報を作成・管理し，⼈と共有したりコミュニケーションを取ったりするための技術のこと。⽣成 AI の活⽤を含む。 

Q53 Table 5.80 運営管理のために貴園で使⽤している ICT システムについて，当てはまるもの
を【全て】お選びください。 

Q54 Table 5.81 常勤の保育者⽤ ICT 機器（PC，タブレット等）の整備状況について，当ては
まるものを⼀つお選びください。 

Q55 Table 5.82 ⾮常勤の保育者⽤ ICT 機器（PC，タブレット等）の整備状況について，当て
はまるものを⼀つお選びください。 

貴園の環境・設備についてお尋ねします。 

Q56 Table 5.83 以下の項⽬それぞれについて，最も当てはまるものを⼀つお選びください。 

(1) 同上 保育室（教室）の広さが適切で，家具等で⼿ぜまになっていない。 

(2) 同上 室温や湿度が適切である。 

(3) 同上 室内は⾵通しよく，換気も⼗分である。 

(4) 同上 窓や天窓から⾃然な光が採れる。 

(5) 同上 悪天候のときを除き，少なくとも週３回以上は体を動かして遊べる屋外のスペ
ース（園庭や近所の公園など）がある。 

(6) 同上 ⼦ども達が，⼼地よい範囲で，異年齢で交流できる時間や空間を設けている。 

(7) 同上 室内は騒がしすぎず，⼦どもや保育者が⼼地よく過ごすことができる。 

悪天候のときを除き，体を動かして遊べる屋外スペース（園庭や近所の公園など）についてお尋ねしま
す。 

Q57 Table 5.84 体を動かして遊べる屋外のスペースとして，どちらの場所をより頻繁に利⽤し
ていますか。 
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Q58 Table 5.85 園庭（テラス等を含む）の広さは何平⽅メートル（㎡）ですか。数値を記⼊し
てください。（⼩数点第⼀位まで⼊⼒可）／㎡ 
※園庭がない場合は「0」，園庭が複数ある場合は合計の広さを記⼊してください。 

※正確な数が分からない場合は，おおまかな推定に基づいて記⼊してください。 

※回答が難しい場合は，空欄のまま『次へ』を押してください。より適切な調査結果を得

るため，なるべくご回答いただきますよう何卒お願いいたします。 

Q59 Table 5.86 近隣の公園など，施設外の屋外スペース（園庭・テラスは除く）を，1 週間あ
たりで何⽇使⽤していますか。1 クラスあたりの⽇数（0〜7 ⽇）を回答してく
ださい。／⽇ 
※正確な数が分からない場合は，おおまかな推定に基づいて記⼊してください。 

※回答が難しい場合は，空欄のまま『次へ』を押してください。より適切な調査結果を得

るため，なるべくご回答いただきますよう何卒お願いいたします。 

研修についてお尋ねします。 

Q60 Table 5.87 貴園における園内研修についてお尋ねします。過去 3 年間（2021（令和 3）年
12 ⽉ 1 ⽇〜2024（令和 6）年 11 ⽉ 30 ⽇）で，園内研修で取り上げているテー
マとして当てはまるものを【全て】お選びください。 

Q61 Table 5.88 園外研修への⽀援についてお尋ねします。 
貴園の職員の専⾨性向上のための活動（研修等）に対する貴園の⽀援として⾏
っているものを，【全て】お選びください。 
※ここでの園外研修とは，⾃治体の研修や法⼈研修，他園や⼩学校との合同研修を含み

ます。 

※職員には，保育者（保育教諭・保育⼠・幼稚園教諭等）のほか，調理師，栄養⼠，看護

師等の職員も含みます。 

Q62 Table 5.52 貴園と他機関との連携・やりとりについてお尋ねします。 
連携ややりとりがある機関を【全て】お選びください。 

ここからは，幼保⼩接続（園から⼩学校への円滑な接続）に関する貴園の取り組みについてお尋ねしま
す。 
Q63 Table 5.53 貴園では幼保⼩接続として，以下の観点を意識した実践をどの程度しています

か。 
※各項⽬で⽰されている実践を望ましいものとしているわけでも，それをするよう求め

ているわけでもありません。貴園の教育・保育実践と照らして，率直にお答えいただきま

すようお願いいたします。 

(1) 同上 ⼩学校就学前に，遊びや⽣活の中で，「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」
（10 の姿）を具体的にイメージして保育を⾏うこと 

(2) 同上 ⼩学校就学前に，学校⽣活につながる⽣活習慣や⾃⽴性を育てること 



186 

(3) 同上 ⼩学校就学前に，⼦どもや保護者が⼩学校就学に対して安⼼感を持てるように
園が⼯夫すること 

(4) 同上 ⼩学校就学前に，学校の教科学習を予⾏練習的に体験・経験させること 

(5) 同上 ⼩学校就学前後に，特別な配慮が必要な⼦どもに関して，保護者，⼩学校，特
別⽀援学校等外部機関との連携をとること  
※特別な配慮が必要な⼦どもとは，障がい，疾病，発達と⾏動⾯の問題，社会経済的困

難，⺟語が園で⽤いる⾔語と異なる⼦ども，性の⾃認などで，個別的な配慮を要する⼦ど

ものことを指します。 

Q64 Table 5.54 貴園の幼保⼩接続のための取り組みで中⼼的に関わっている施設・組織・専⾨
職等を，分かる範囲で【全て】お選びください。 

Q65 Table 5.55 貴園からは，概ね何校の⼩学校に進学しますか。校数をお答えください。／校 
※正確な数が分からない場合は，おおまかな推定に基づいて記⼊してください。 

※回答が難しい場合は，空欄のまま『次へ』を押してください。より適切な調査結果を得

るため，なるべくご回答いただきますよう何卒お願いいたします。 

Q66 Table 5.56 貴園は，⼩学校と隣接している，もしくは同⼀敷地内にありますか。 
※公道等で隔たれている場合は除く 

⻑期的な計画（カリキュラムや年間計画など）における【学びの連続性】と【⽣活の連続性】それぞれ
への意識についてお尋ねします。 
※学びの連続性とは，園での学びが⼩学校での学びにつながっていくことを指します  

※⽣活の連続性とは，園での⽣活が⼩学校での学校⽣活につながっていくことを指します 

Q67 Table 5.57 貴園では，⻑期的な計画（カリキュラムや年間計画など）において，園と⼩学
校との【学びの連続性】をどのくらい意識していますか。 
※学びの連続性とは，園での学びが⼩学校での学びにつながっていくことを指します 

Q68 Table 5.58 貴園では，園と⼩学校との【学びの連続性】を意識した⻑期的な計画（カリキ
ュラムや年間計画など）を作成する際，どのように作成していますか。 

Q69 Table 5.59 貴園では，現 5 歳児が何歳児の時から，⻑期的な計画(カリキュラムや年間計画
など)において園と⼩学校との【学びの連続性】を意識していますか。 

Q70 Table 5.60 貴園では，⻑期的な計画（カリキュラムや年間計画など），園と⼩学校との【⽣
活の連続性】をどのくらい意識していますか。 
※⽣活の連続性とは，園での⽣活が⼩学校での学校⽣活につながっていくことを指しま

す 

Q71 Table 5.61 貴園では，園と⼩学校との【⽣活の連続性】を意識した⻑期的な計画（カリキ
ュラムや年間計画など）を作成する際，どのように作成していますか。 

Q72 Table 5.62 貴園では，現 5 歳児が何歳児の時から，⻑期的な計画(カリキュラムや年間計画
など)において園と⼩学校との【⽣活の連続性】を意識していますか。 
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貴園の職員と，⼩学校の職員との交流についてお尋ねします。新型コロナウイルス感染症など何らかの
事情により，交流を中断していた場合も，中断前の状況ではなく，過去 12 か⽉（2023（令和 5）年 12
⽉ 1 ⽇〜2024（令和 6）年 11 ⽉ 30 ⽇）の状況をお答えください。 
Q73 Table 5.63 貴園では，園職員と⼩学校職員との情報共有や交流はどのくらいしています

か。 
Q74 Table 5.64 園職員と⼩学校職員との情報共有・交流で，実際に情報共有や交流をする⼈を，

分かる範囲で【全て】お選びください。 
Q75 Table 5.65 ⼩学校の職員は，観察や保育⾒学のために，貴園を訪れていますか。 

Q76 同上 貴園の職員は，観察や授業⾒学のために，⼩学校を訪れていますか。 

Q77 Table 5.66 貴園では，要録の共有を除いて，個別の⼦どもに関して【⼩学校就学前に】⼩
学校との間でやりとりをする機会がどのくらいありますか。／回 
※⼩学校 1 校あたりの平均頻度をお答えください。 

※短期間にメール等でやりとりを繰り返した場合は，1 回とカウントしてください。 

※やりとりがない場合は０と回答してください。 

※正確な数が分からない場合は，おおまかな推定に基づいて記⼊してください。 

※回答が難しい場合は，空欄のまま『次へ』を押してください。より適切な調査結果を得

るため，なるべくご回答いただきますよう何卒お願いいたします。 

Q78 同上 貴園では，要録の共有を除いて，個別の⼦どもに関して【⼩学校就学後に】⼩
学校との間でやりとりをする機会がどのくらいありますか。／回 
※⼩学校 1 校あたりの平均頻度をお答えください。 

※短期間にメール等でやりとりを繰り返した場合は，1 回とカウントしてください。 

※やりとりがない場合は０と回答してください。 

※正確な数が分からない場合は，おおまかな推定に基づいて記⼊してください。 

※回答が難しい場合は，空欄のまま『次へ』を押してください。より適切な調査結果を得

るため，なるべくご回答いただきますよう何卒お願いいたします。 

幼保⼩接続を意識した会議・研修についてお尋ねします。新型コロナウイルスなど何らかの事情により，
会議・研修を中断していた場合も，中断前の状況ではなく，過去 12 か⽉（2023（令和 5）年 12 ⽉ 1 ⽇
〜2024（令和 6）年 11 ⽉ 30 ⽇）の状況をお答えください。 
Q79 Table 5.67 貴園では，幼保⼩接続を意識した園内での研修を【年間で】何回程度実施して

いますか。分かる範囲で，回数をお答えください。／回 
※正確な数が分からない場合は，おおまかな推定に基づいて記⼊してください。 

※回答が難しい場合は，空欄のまま『次へ』を押してください。より適切な調査結果を得

るため，なるべくご回答いただきますよう何卒お願いいたします。 

Q80 Table 5.68 貴園での幼保⼩接続を意識した園内研修に参加している⽅を，分かる範囲で
【全て】お選びください。 
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Q81 Table 5.69 貴園の職員が参加している，幼保⼩接続を意識した園外での会議・研修や勉強
会として当てはまるものを，分かる範囲で【全て】お選びください。 

Q82 Table 5.70 貴園の職員は，前問で答えた園外での会議・研修や勉強会に【年間で】何回程
度参加していますか。幼保⼩の接続・連携に中⼼的に関わる職員 1 ⼈あたりの
参加回数を，分かる範囲でお答えください。（⼩数点第⼀位まで⼊⼒可）／回 
※正確な数が分からない場合は，おおまかな推定に基づいて記⼊してください。 

※回答が難しい場合は，空欄のまま『次へ』を押してください。より適切な調査結果を得

るため，なるべくご回答いただきますよう何卒お願いいたします。 

Q83 Table 5.71 幼保⼩接続を意識した園外での会議・研修や勉強会に参加している⽅を，分か
る範囲で【全て】お選びください。 

過去 12 か⽉の間（2023（令和 5）年 12 ⽉ 1 ⽇〜2024（令和 6）年 11 ⽉ 30 ⽇）の，保護者への情報発
信についてお尋ねします。新型コロナウイルス感染症など何らかの事情により，情報発信を中断してい
た場合も，中断前の状況ではなく，過去 12 か⽉の状況をお答えください。 
Q84 Table 5.72 貴園では，保護者に対して，園と⼩学校との【学びの連続性】に関わる情報発

信をどのくらいしていますか。 
※学びの連続性とは，園での学びが⼩学校での学びにつながっていくことを指します 

Q85 同上 貴園では，保護者に対して，園と⼩学校との【⽣活の連続性】に関わる情報発
信をどのくらいしていますか。 
※⽣活の連続性とは，園での⽣活が⼩学校での学校⽣活につながっていくことを指しま

す 

Q86 同上 貴園では，保護者に対して，⼩学校との接続に関わる⾏事（例：⼩学校⾏事，
⾃治体の就学前相談，就学前検診，学校説明会）の情報発信をどのくらいして
いますか。 

Q87 Table 5.73 貴園では，⼩学校の職員または⼩学⽣の保護者を招いて，⼩学校への進学に関
して，保護者が話を聞く会（座談会含む）を設けていますか。 

⼦ども同⼠の交流についてお尋ねします。 

Q88 Table 5.74 貴園では，幼児と⼩学⽣との交流をどのくらいしていますか。 

Q89 Table 5.75 幼児と⼩学⽣との交流を⾏った後，幼保⼩の先⽣による事後の振り返りをどの
くらいしていますか。※メール等でやりとりを⾏う場合，そのやりとりにかかる時間

についてご回答ください。 

Q90 Table 5.76 貴園では，貴園の幼児と他園の幼児との交流をどのくらいしていますか。 
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6.  おわりに 
本報告書では，2024 年度に実施した縦断 1 年⽬の調査について，各調査結果の単純集計

結果を掲載しています。本報告書に⽰されている本調査のデザインならびに得られている
主な結果とその意義として以下のことが挙げられます。 

第⼀に，本調査のデザインは，縦断 1 年⽬の 2024 年度調査（5 歳児時点）では，園（園
⻑等・担任保育者）と保護者への調査を実施し，縦断 2 年⽬以降は⼩学校等（校⻑等・担任
教師）にも調査を実施するものです。この調査デザインによって，構造・プロセスの質や教
育内容，家庭の養育について，それぞれの当事者から多⾯的に調査し，幼児教育・保育が家
庭での養育と合わせて，その後の⼦どもの発達にいかに影響を及ぼすかを検討することが
できます。 

また，サンプリングに関しては，複数の層と抽出段階を組み合わせて実施し，各地域ブロ
ック内の基礎⾃治体や園に関しては⼀定の条件を設定しつつランダムサンプリングを⾏い
ました。その結果，2024 年度は全国 75 ⾃治体（⼤規模・中規模・⼩規模含む）が対象とな
り，多様な施設類型を含む園の 7,632 名の保護者，831 名の担任保育者，888 名の園⻑等か
らの有効回答が得られました。 

このように，精緻な調査デザインによって多様な全国の⾃治体・園が対象となり，多数の
保護者・保育者・園⻑等からデータが得られています。こうしたデザインの⼤規模縦断調査
は，わが国において他に例がなく，きわめて貴重なものだと考えています。 

第⼆に，保護者への調査から，園への評価，⼦育ての状況，⼦どもの⽣活や発達などの実
態が⽰されました。保育者の⼦どもへのかかわりについては，保護者から⾼い肯定的評価が
得られました。保護者が幼児教育・保育の実践を肯定的に捉えていることは，⽇々の保育者
の尽⼒によるものだと考えられます。⼀⽅，保育者と保護者のかかわりや園とのコミュニケ
ーションの頻度に関しては，園によってそのあり⽅が異なる可能性が⽰唆されました。保育
者と保護者との信頼関係の構築は重要であることから，さらなる意識的取り組みが必要で
あることが考えられます。 

⼦どもの⽣活や⼦育て，発達に関しては，いずれも多様な側⾯を尋ねています。各項⽬で
回答のばらつきがみられ，今後，そうしたばらつきがどのような要因によって説明されるの
か，また，今後の⼦どもの発達にどのように影響するのかについて詳細に検討していきたい
と思います。 

第三に，担任保育者への調査から，幼児教育・保育の多様な実態が⽰されました。保育時
間における活動内容や就学準備的な指導についての回答からは，ドリルやワークブックの
ような直接的な学習指導ではなく，遊びを通じて学びにつなげようとする保育者の意図が
うかがわれました。また，環境構成，⼦どもへのかかわりに関しては，ほとんどの項⽬でそ
うしている割合（「どちらかといえばそうしている」「だいたいそうしている」「いつもそう
している」）が 9 割前後に達しており，保育者が環境構成や⼦どもへのかかわりについて様々
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な⾯での配慮や⼯夫をしていることが⽰唆されました。ただし，「様々な特性の⼦どもが⽣
活しやすい⼯夫」，「⾝近な事物の性質や仕組みに気づいたり考えたりできる環境」，「⼦ども
が地域の産業や⽂化に親しめる環境」に関する項⽬への回答にはばらつきがみられ，多様性
に応じた環境や探究を深めるための環境の設定については，今後の課題であるかもしれま
せん。 

専⾨性向上のための活動（研修等）に関しては，過去 1 年間のキャリアアップ研修への参
加が 63.1％，それ以外の活動への参加が 86.3%と⾼い割合でした。指導計画の⽴て⽅，振
り返り，情報共有に関しても，そうしている割合（「どちらかといえばそうしている」「だい
たいそうしている」「いつもそうしている」）が 9 割を超えていました。このように，幼児教
育・保育の質の確保・向上につながりうる活動に保育者が積極的に取り組んでいることが⽰
されました。ただし，留意すべき点として，先述のように園とのコミュニケーションについ
ては保護者の認識にばらつきがあり，保育者が「情報共有を⾏っている」と考えていても，
保護者に⼗分に伝わっていない場合がある可能性が考えられます。 

第四に，園⻑等への調査から，園の取り組み状況が⽰されました。園の構造の質に関連し
て，保育者の配置については余裕がないとする回答が過半数でしたが，余裕があるとする園
も⼀定数あり，園によって差があることが⽰唆されました。園の設備・環境に関しては，概
ね適切に整備されているものの，保育室が⼿狭に感じている場合はやや多く，園庭の⾯積に
ついては園によって⼤きな違いがある実態が⽰されました。⼈員配置やスペースの広さ等，
構造の質の差異がプロセスの質や⼦どもたちの活動に与える影響について検討することが
必要だと考えられます。なお，ICT システムに関しては，保護者への情報共有システムの利
⽤が 91.8％であり，ICT システムが急激に導⼊されていることが⽰されました。 

３・４・５歳児の教育・保育や幼保⼩接続に関する項⽬への回答からは，担任保育者の回
答とも共通して，園⻑等も直接的な学習活動ではなく，遊びを通じた学びを重視している傾
向が⽰されました。幼保⼩の学びの連続性，⽣活の連続性の両⽅が意識されており，⻑期的
計画も作成されている場合も多くありました。また，園職員と⼩学校職員が情報共有や交流
をしているという場合がほとんどでした。このように，幼保⼩接続への意識の⾼さがうかが
われましたが，情報共有や交流の頻度，また，幼保⼩接続を意識した園内研修の実施や園外
研修への参加の実態については，⼤きなばらつきがありました。こうした取組の差異が幼児
教育にどのように影響しているかという点も，今後，検討する必要があると考えます。 

「特別な配慮が必要な⼦ども」の⼈数の平均は 10.5 ⼈であり，園ごとにばらつきはある
ものの，該当する⼦どもが⼀定数在籍していることが⽰されました。インクルージョンや多
様性の尊重に関する取り組みを⾏っているとする園も多く，多様な⼦どもたちを受け⼊れ，
対応を⾏っている実態が⽰されました。 

以上の保護者，担任保育者，園⻑等の回答について，今後，より精緻な統計的分析を⾏う
ことを通して，幼児教育・保育の様相や，⼦どもの発達との関連について詳細に分析してい
きたいと思います。それらの分析結果から，幼児教育・保育，⼦育て，⼦どもの発達の実態
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を精緻に捉え，今後の実践や政策のあり⽅について皆様と共に考えてまいりたいと思いま
す。 

最後となりましたが，調査にご協⼒くださった皆様に⼼よりお礼申し上げます。今後，引
き続きのご協⼒を賜れますよう，何卒よろしくお願い申し上げます。 

 
東京⼤学⼤学院教育学研究科附属発達保育実践政策学センター 

野澤 祥⼦ 
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注記
本報告書は，⽂部科学省の令和 6 年度「幼児教育に関する⼤規模縦断調査研究事業」の⼀

環として，東京⼤学⼤学院教育学研究科附属発達保育実践政策学センター（東京⼤学
CEDEP）が受託し実施した 2024 調査をまとめたものであり，複製・転載には⽂部科学省
の承諾が必要です。

本文および図表中の「標本数」を「全体の数」あるいは「母集団」に修正しました
（2026年6月11日）。
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